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はじめに


この章ではドキュメントのアクセシビリティ機能と、このガイドで使用されている表記規則について説明します。




	ドキュメントのアクセシビリティについて

	表記規則







ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。

















1 概要


Fusion Middlewareドメイン・テンプレートおよび拡張テンプレートは、Javaアーカイブ(JAR)ファイルです。これに該当するJARファイルには、WebLogicドメインの作成や拡張に必要なファイルとスクリプトが格納されています。

この章のトピックは、次のとおりです:




	テンプレートのタイプ

WebLogic Serverのインストール時に、テンプレート・タイプごとに特定のタスクを実行します。既存のテンプレートから、カスタムのテンプレートを作成することもできます。
	WebLogic Serverテンプレートのインストール先

事前定義済のテンプレートは、WebLogic Server製品をインストールしたディレクトリ内に配置されています。
	テンプレート・ツール

テンプレート・ツールは、テンプレートの作成に役立ちます。また、ドメインの作成や拡張にテンプレートを使用する際にも役立ちます。
	テンプレートの依存関係

拡張テンプレートからリソースを追加するには、ドメインにWebLogic Serverリソースが設定されている必要があります。これが、テンプレート依存です。
	テンプレートに含まれるファイル

ドメインは、テンプレートに含まれている基本ファイルと追加ファイルに基づいて作成または拡張されます。
	config-groups.xmlおよびstartup-plan.xml

これらのファイルは、多数のテンプレートに含まれています。config-groups.xmlファイルでは、1つ以上のドメイン・トポロジ・プロファイル、アプリケーション・サービス・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピングを定義します。startup-plan.xmlファイルでは、グローバル(ドメイン全体)レベルまたはサーバー・グループ・レベルでサーバー起動パラメータを定義します。






1.1 テンプレートのタイプ


WebLogic Serverのインストール時に、テンプレート・タイプごとに特定のタスクを実行します。既存のテンプレートから、カスタムのテンプレートを作成することもできます。

テンプレートには次の種類があります。

	
ドメイン・テンプレート: ドメイン内のすべてのリソースのセットを定義しているテンプレート。インフラストラクチャ・コンポーネント、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプション、および環境とオペレーティング・システムの一般的なオプションを含みます。

WebLogic Server製品をインストールすると、事前定義済の基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートがインストールされます。このテンプレートには、管理サーバーや基本的な構成情報など、WebLogicドメイン内の中核的なリソース・セットが定義されています。基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートの詳細は、「基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート」を参照してください

ドメイン・テンプレート・ビルダーまたはpackコマンドを使用して、既存のドメインからカスタム・ドメイン・テンプレートを作成できます。ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用して、既存のテンプレートからカスタム・ドメイン・テンプレートを作成することもできます。


	
拡張テンプレート: 既存のドメインに追加できるアプリケーションやサービスを定義しているテンプレート。製品コンポーネント機能とJDBCやJMSなどのリソースを含みます。

WebLogic Server製品をインストールすると、事前定義済の拡張テンプレートがいくつかインストールされます。インストールする製品によって、構成ウィザードで使用できるテンプレートが異なります。WebLogic Serverのインストールには、「WebLogic Serverテンプレート」で説明しているテンプレートが含まれます

ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用して、既存のドメインまたはテンプレートからカスタム拡張テンプレートを作成できます。


	
管理対象サーバー・テンプレート: リモート・マシン上に管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリを作成するために必要なドメイン内のリソースのサブセットを定義しているテンプレート。

packコマンドを使用すると、カスタム管理対象サーバー・テンプレートを作成できます。詳細は、『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』のPackコマンドに関する項を参照してください。


	
再構成テンプレート: 以前のWebLogic ServerバージョンからWebLogicドメインをアップグレードしている場合は自動的に実装されます。WebLogic Advanced Web Services for JAX-WSなどの現在インストールされている製品が、アップグレードするドメインとの互換性のために更新を必要とする場合は、再構成テンプレートが提供され、製品が自動的に現在のリリースと互換性を持つように(たとえば製品の新機能を実装するなど)されます。『Oracle WebLogic Serverのアップグレード』のグラフィカル・モードでのWebLogicドメインの再構成に関する項の説明に従って再構成ウィザードを実行すると、ウィザードはインストールされているすべての製品を自動的に検出し、各製品に利用可能な再構成テンプレートがあるかどうかを特定し、次に再構成テンプレートを適用してその製品を更新します。

また、再構成テンプレートは、SOAおよびWeb CenterなどのFusion Middleware構成ウィザードを介して構成されるすべてのFusion Middleware製品に対しても提供されます。これにより、WebLogic Serverの新しいリリースにアップグレードする際にFusion Middleware製品のドメインの更新が容易になります。

再構成テンプレートのJARファイル名は、base_template_name_reconfig_versionになります。たとえば、Web Services for JAX-WSテンプレートはwls_webservices_jaxws.jarで、WebLogic Server 12.1.2の関連する再構成テンプレートはwls_webservices_jaxws_reconfig_12.1.2.jarになります。










1.2 WebLogic Serverテンプレートのインストール先


事前定義済のテンプレートは、WebLogic Server製品をインストールしたディレクトリ内に配置されます。


次の表に、WebLogic Serverのインストールにより提供される事前定義済のテンプレートの場所を示しています。WL_HOMEは製品のインストール・ディレクトリを示します。





表1-1 テンプレートの場所

	テンプレートの種類	ディレクトリの場所
	
WebLogic Serverドメイン、拡張および再構成

	

WL_HOME\common\templates\wls


	
Fusion Middleware拡張および再構成

	

ORACLE_HOME\oracle_common\common\templates\wls

ORACLE_HOME\PRODUCT_HOME\common\templates\wls












1.3 テンプレート・ツール


テンプレート・ツールは、テンプレートの作成に役立ちます。また、ドメインの作成や拡張にテンプレートを使用する際にも役立ちます。


次の表に、これらのツールの詳細を示します。





表1-2 テンプレート・ツール

	目的	このツールを使用
	
ドメインの作成

	
	
構成ウィザード

詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。


	
WLSTオフライン

詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』のWLSTオフラインを使用したWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。


	
unpackコマンド

詳細は、『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』のUnpackコマンドに関する項を参照してください。





	
既存のドメインの拡張

	
	
構成ウィザード

詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のグラフィカル・モードでのWebLogicドメインの更新に関する項を参照してください。


	
WLSTオフライン

詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』のWLSTオンラインを使用した既存のWebLogicドメインの更新に関する項を参照してください。





	
リモート・マシンでの新しい管理対象サーバー・ドメインの作成

	
	
unpackコマンド

詳細は、『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』のリモート・マシンでの管理対象サーバーの作成に関する項を参照してください。


	
WLST writeTemplateコマンド(オンライン)

詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』のリモート・マシンでの管理対象サーバー・ドメインの作成に関する項を参照してください。





	
ドメイン・テンプレートの作成

	
	
ドメイン・テンプレート・ビルダー


	
packコマンド

詳細は、『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』のPackコマンドに関する項を参照してください。


	
WLSTオフライン

詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』のドメイン・テンプレートの作成と使用(オフライン)に関する項を参照してください。





	
拡張テンプレートの作成

	
ドメイン・テンプレート・ビルダー

詳細は、『ドメイン・テンプレート・ビルダーによるドメイン・テンプレートの作成』のドメイン・テンプレート・ビルダーを使用した拡張テンプレートの作成に関する項を参照してください。


	
管理対象サーバー・テンプレートの作成

	
packコマンド

詳細は、『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』の管理対象サーバー・テンプレートの作成に関する項を参照してください。


	
ドメインのアップグレード

	
再構成ウィザード

詳細は、『Oracle WebLogic Serverのアップグレード』のWebLogicドメインの再構成に関する項を参照してください。









注意:

ドメインの作成や拡張に使用されるすべてのツールは、構成フレームワークと呼ばれる基礎となる共通インフラストラクチャを利用します。











1.4 テンプレート依存性


拡張テンプレートからリソースを追加するには、WebLogic Serverリソースがドメインに設定されていることが必要になります。これが、テンプレート依存です。

たとえば、製品とともに提供されるすべての拡張テンプレートは、最低限、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートにより構成されたセキュリティ・レルム・リソースおよび管理サーバーに依存します。他の拡張テンプレートは複数のテンプレートからのリソースに依存します。たとえば、WebLogic Serverサンプルをサポートするためにドメインを拡張するには、既存のドメインにすでに基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートおよびWebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートからのリソースが含まれている必要があります。

テンプレートJAR内のtemplate-info.xmlファイルは、特定のテンプレートにとってのテンプレート依存関係を定義します。依存関係は連鎖します。次に例を示します。

	
テンプレートAは、そのtemplate-info.xmlファイルでテンプレートBおよびテンプレートCへの依存を定義しています。


	
テンプレートBは、そのtemplate-info.xmlファイルでテンプレートDおよびテンプレートEへの依存を定義しています。


	
テンプレートCは、そのtemplate-info.xmlファイルでテンプレートFへの依存を定義しています。




この例では、構成ウィザードのテンプレート画面でテンプレートAを選択すると、テンプレートB、C、D、EおよびFがドメインに自動的に追加されます。これらのテンプレートが1つでも「テンプレート」画面に表示されている場合は、それらのテンプレートのチェック・ボックスが自動的に選択されます。これにより、構成ウィザードのテンプレート画面で製品テンプレートを選択すると、選択した製品に必要なリソースを構成する他のすべての製品テンプレートが、構成ウィザードによって必ず自動的に追加されます。

同様に、WLSTスクリプトでテンプレートJARを指定すると、そのテンプレートが(直接的であれ間接的であれ)依存する他のテンプレートがすべてドメインに追加されます。上の例では、WLSTスクリプトでテンプレートAを指定すると、スクリプトで明示的に指定しなくても、テンプレートB、C、D、EおよびFもドメインに追加されます。







1.5 テンプレートに含まれるファイル


ドメインは、テンプレートに含まれている基本ファイルと追加ファイルに基づいて作成または拡張されます。


どのテンプレートにも含まれる基本的なファイルはconfig.xmlおよびtemplate-info.xmlです。次の表では、ドメイン・テンプレートまたは拡張テンプレートに含まれているファイルについて説明します。





表1-3 テンプレートに含まれるファイル

	ファイル名	説明
	
製品コンポーネント・ファイル

	
個別のOracle製品コンポーネントでドメイン設定を完了するために使用される様々なファイル。このようなファイルでは、セキュリティとデフォルト・データベース設定用の情報が提供されることがあります。


	
*-jdbc.xml

	
製品コンポーネントで必要とされるJDBCシステム・リソースでドメインを設定または拡張します。テンプレートで、*-jdbc.xmlファイルはconfig\jdbcディレクトリに格納する必要があります。ドメイン内の各JDBCリソースに対して1つのXMLファイルがあります。これらのファイルは、ドメイン内にJDBCリソースがある場合のみ存在します。


	
*-jms.xml

	
製品コンポーネントで必要とされるJMSシステム・リソースでドメインを設定または拡張します。テンプレートでは、*-jms.xmlファイルはconfig\jmsディレクトリに格納する必要があります。これは、ドメインがJMSリソースを必要とする場合のみ適用します。


	
clusters.script

	
構成ウィザード・フレームワークにおけるクラスタのデフォルトの自動構成を変更するために使用されます。デフォルトでは、リソースはクラスタにターゲット指定されています。クラスタからリソースを割当て解除してから別のコンポーネントに割り当てることができます。ターゲットを指定するには、次の置換変数を使用できます。

	
%AManagedServer%: 任意の管理対象サーバー


	
%AllManagedServers%: すべての管理対象サーバーのカンマ区切りのリスト


	
%AdminServer%: 管理サーバー名


	
%Cluster%: クラスタ名


	
%ProxyServer%: プロキシ・サーバー名


	
%HTTPProxyApp%: httpプロキシ・アプリケーション定義




以下の追加の考慮事項に注意してください。

	
置換される予定のオブジェクトの名前属性を使用する必要があります。


	
「すべて」を意味するワイルドカードとしてアスタリスク(*)を使用できます。




このファイルは必要ありません。使用するときは、scriptディレクトリに配置する必要があります。このファイルが存在しない場合、デフォルトのターゲット指定が使用されます。

テンプレートにconfig-groups.xmlファイルが含まれている場合、clusters.scriptファイルは無視されます(存在する場合)。


	
config.xml

	
テンプレートがドメインに作成または追加するリソースが定義されるファイル。テンプレートでは、config.xmlファイルはconfigディレクトリに格納する必要があります。


	
config-groups.xml

	
このファイルには、アプリケーション、サービス、サーバー、クラスタ、およびこれらのアイテム間の関連を作成するマッピングの定義が含まれます。これによって、1つのトポロジから別のトポロジに遷移するとき(1つのサーバーから複数のサーバーへの遷移、1つのサーバーから1つのクラスタへの遷移など)、機能的に関連するアプリケーションおよびサービスが単一の処理として動作できるようになります。これによって、ドメイン構成を拡張するときにアプリケーションとサービスの依存関係すべて合致することが保証されます。

注意: このファイルは決して変更しないでください。テンプレートで提供された状態のまま使用する必要があります。

アプリケーション/サービス・グループは、アプリケーションおよびサービスに関連する機能セットを指定します。アプリケーションおよびサービスは、特定のサーバーまたはクラスタ上でグループ化されます。

「ドメイン・トポロジ」セクションには、サーバーの定義や、固有のサーバーまたはグループ、あるいはサーバーやクラスタへのアプリケーションおよびサービスのターゲット指定が含まれます。これには次の定義が含まれます。

	
サーバー・グループ定義: アプリケーションとサービスのセットに関連した機能を含むサーバーを指定します。これによって、自動でクラスタを作成できるようになります。


	
クラスタ・グループ定義: アプリケーションとサービスのセットに関連した機能を含むクラスタを指定します。これによって、自動でクラスタを作成できるようになります。


	
アプリケーション/サービス・グループ・マッピング定義: アプリケーション/サービス・グループ名を介して、アプリケーション/サービス・グループを固有のサーバー、サーバーのグループ、またはクラスタにターゲット指定します。




WebLogic Server 12.1.2の時点では、ドメイン・トポロジ・セクションにより、コンパクトおよび拡張ドメイン・プロファイルに対して別個のサーバー・グループ、起動グループ、およびアプリケーション/サービス・グループのマッピング定義を定義できます。ドメイン・プロファイルの詳細は、「config-groups.xmlおよびstartup-plan.xml」を参照してください


	
config-mapping.xml

	
このファイルは、名前/値ペアを使用して、デプロイメント・プラン内で定義されたカスタム変数に動的に値を割り当てるために使用されます。


	
database.xml

	
このファイルは、JDBCデータ・ソース定義が必要なFusion Middleware製品テンプレートにのみ含まれます。これによって、データ・ソースは、Oracleリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を介してデータをデータベース・オブジェクトへ構成およびロードするのに必要なコンポーネント・スキーマへグループ化されます。また、適用可能なデータベース・ベンダーおよびドライバも含まれるため、Fusion Middleware構成ウィザードではサポートされていないデータベースを選択する可能性がなくなります。


注意:

このファイルは絶対に変更しないでください。テンプレートで提供された状態のまま使用する必要があります。




	
file-definition.xml

	
Fusion Middleware製品テンプレートにのみ適用されます。ドメイン作成または拡張時に実行されるファイル・コピーおよび文字列置換操作を定義します。文字列置換操作は、WebLogic Serverでのみサポートされ、WebSphere環境ではサポートされません。


	
jdbc.index

	
データベースの設定に使用されるSQLスクリプトの場所を特定します。ファイルには、実行が必要な順序でスクリプトがリストされています。目的のスクリプトがテンプレートに含まれていない場合でも、そのスクリプトが製品のインストール・ディレクトリ内に存在する場合は、スクリプトを指定するパス名の中で、次のようにティルダ(~)文字を使用することで製品のインストール・ディレクトリを表すことができます。


~/integration/common/dbscripts/oracle/reporting_runtime.sql


具体的には、このティルダはstringsubs.xmlファイル内の$USER_INSTALL_DIR$変数に指定されたディレクトリ・パスを表します。

テンプレートでは、jdbc.indexファイルは_jdbc_\dbtype\dbversionディレクトリに格納する必要があります。dbtypeはOracleなどのデータベースのタイプ、dbversionは9iなどのデータベース・バージョンを示します。

データ・ソースに関連するSQLファイルのリストのほか、jdbc.indexファイルには、データ・ソースに関連付けられたカテゴリ情報が含まれます。利用可能なデフォルトのdbCategoriesは以下のとおりです。

	
p13n.jarドメイン・テンプレートの一部である、p13nDataSourceデータ・ソースに関連付けられた「Drop/Create P13Nデータベース・オブジェクトのドロップ/作成」カテゴリ。


	
wlp.jarドメイン・テンプレートの一部である、p13nDataSourceデータ・ソースに関連付けられた「Portalデータベース・オブジェクトのドロップ/作成」カテゴリ。


	
wlp_groupspacedb.jarドメイン・テンプレートの一部である、appsGroupSpaceDataSourceデータ・ソースに関連付けられた「GroupSpaceデータベース・オブジェクトのドロップ/作成」カテゴリ。




これらのすべてのテンプレートjarファイルは、WL_HOME\common\templates\applicationsディレクトリにあります。


	
jvm-config.xml

	
このファイルは、WebSphere環境のFMW製品インストール専用で、WebLogic Server環境では無視される可能性があります。


	
security.xml

	
ドメイン・リソースへのIDとアクセスを確立するユーザー・グループとロールを作成するために使用されます。デフォルトのAdminユーザーはドメイン・テンプレートのsecurity.xmlファイルからのみ作成できます。ただし、ドメインまたは拡張テンプレートのいずれかに含まれているsecurity.xmlファイルによってユーザー・グループとロールを作成できます。


	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdおよび*.shファイルを作成するために使用します。


	
startscript.xml

	
ドメインのルート・ディレクトリおよびbinディレクトリに配置される*.cmdおよび*.shファイルを作成するために使用します。


	
startup-plan.xml

	
ドメイン・レベルまたはサーバー・グループ・レベルで、WebLogic Serverインスタンスの起動パラメータを定義します。このファイルでは、次の1つ以上の起動パラメータが定義されます。

	
環境変数


	
Javaシステム・プロパティ


	
Javaプロトコル・ハンドラ


	
WLS PRE_CLASSPATH


	
WLS POST_CLASSPATH


	
Javaライブラリ・パス


	
WLS JVM初期ヒープ・サイズ


	
WLS JVM最大ヒープ・サイズ


	
WLS JVM Permanentサイズ


	
WLS JVM最大Permanentサイズ


	
その他のjava引数




テンプレートでコンパクト・ドメインと拡張ドメインの両方のプロファイルを定義する場合は、別個の起動パラメータ定義のグループが各プロファイル・タイプに対して1つ定義されます。ドメインに使用される起動パラメータは、コンパクト・ドメインと拡張ドメインのどちらを作成するかによって異なる場合があります。ドメイン・プロファイルと起動グループの詳細は、「config-groups.xmlおよびstartup-plan.xml」を参照してください


	
stringsubs.xml

	
ドメイン作成または拡張時に文字列置換を受け取る文字列置換値とファイルを特定します。文字列置換を受け取るファイルは、置換変数とともに事前に準備されている必要があります。ドメイン作成時または拡張時に、構成ウィザード・フレームワークはマクロを実行し、WL_HOME\common\lib\macrorules.xml (WL_HOMEはWebLogic Serverインストール・ディレクトリ)からの情報に基づいて適切な文字列置換により変数を置き換えます。


	
template-info.xml

	
テンプレート名、ソフトウェア・バージョン、テンプレートのタイプ(ドメインまたはアプリケーション)、作成者、説明などのテンプレート識別情報を提供します。このファイルには(適用する場合)テンプレート依存情報も含まれます。


	
was-variable.xml

	
このファイルは、WebSphere環境のFMW製品インストール専用で、WebLogic Server環境では無視されます。












1.6 config-groups.xmlおよびstartup-plan.xml


これらのファイルは、多数のテンプレートに含まれています。config-groups.xmlファイルでは、1つ以上のドメイン・トポロジ・プロファイル、アプリケーション・サービス・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピングを定義します。startup-plan.xmlファイルでは、グローバル(ドメイン全体)レベルまたはサーバー・グループ・レベルでサーバー起動パラメータを定義します。

複数のテンプレートを使用してドメインを作成する場合、ドメインに含まれるすべてのテンプレートのconfig-group.xmlファイルを使用して、そのドメインのconfig-groups.xmlファイルが作成されます。

同様に、ドメインに含まれるすべてのテンプレートのstartup-plan.xmlファイルがマージされて、そのドメインのstartup-plan.xmlファイルが作成されます。ドメイン作成時に、マージされた起動プランが使用され、そのドメインに適切なスクリプトが生成されます。

マージされたconfig-groups.xmlおよびstartup-plan.xmlファイルは、ドメインのinit-infoディレクトリに格納されます。


注意:

init-infoディレクトリ内のconfig-groups.xmlファイルまたはstartup-plan.xmlファイルは、手動で編集しないでください。



以降のセクションでは、これらのアイテムの詳細と、ドメイン内でそれらがどのように協働するかについて説明します。




	ドメイン・トポロジ・プロファイル

	アプリケーション・サービス・グループ、サーバー・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピング

	起動グループ







1.6.1 ドメイン・トポロジ・プロファイル



ドメインには、拡張(クラスタ化)またはコンパクト(単一インスタンス)のドメイン・トポロジがあります。デフォルトでは、ドメインは拡張ドメインとして作成されます。ただし、コマンド行からFusion Middleware構成ウィザードを実行すると、ウィザードの画面で、ドメインのトポロジとして拡張またはコンパクトのいずれかを選択できます。詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のCONFIG_JVM_ARGS環境変数の設定に関する項を参照してください。

ドメイン・プロファイルは一部のFusion Middleware製品テンプレートでのみ定義されるため、WebLogic ServerにFusion Middleware製品がインストールされていないドメインには適用しないでください。


注意:

また、WLSTを使用してドメインを作成する場合は、ドメイン・トポロジ・プロファイルを指定することもできます。詳細は、WebLogic Server WLSTコマンド・リファレンスの「createDomain」および「readTemplate」を参照してください。

いくつかのグラフィカル・インタフェースでは、適切なプロファイルが自動的に構成されます。たとえば、JDeveloperドメイン作成ユーティリティを使用してドメインを作成する場合、ドメインはコンパクト・プロファイルで作成されます。Fusion Middleware構成ウィザードを使用してドメインを作成する場合、デフォルトではドメインは拡張プロファイルで作成されます。



Fusion Middleware製品テンプレートのconfig-groups.xmlファイル内にある<domain-topology>要素のprofile属性で、ドメインのドメイン・プロファイルを定義できます。ドメイン・プロファイルは、コンパクトまたは拡張のいずれかです。<domain-topology>でカスタム・プロファイルと拡張プロファイルを別個に定義しない場合、<domain-topology>で定義される構成は、両方のタイプのドメインに使用されます。

ドメイン・プロファイルでは、次のものが定義されます。

	
プロファイルのサーバー・グループ


	
どちらのサーバー・グループが管理サーバー・サーバー・グループか。管理サーバー・グループは、ユーザーが展開できません。


	
サーバー・グループをユーザーが展開可能かどうか、つまりユーザーが管理対象サーバーをそれに割り当てることができるかどうか。ただし、サーバー・グループをユーザーが展開可能ではない場合でも、サーバー・グループにすでに割り当てられた既存のサーバーをクローニングすることで、管理対象サーバーをサーバー・グループに割り当てることができます。


注意:

ドメイン内のユーザーが展開可能なサーバー・グループをすべてリストするには、WLSTオフライン・コマンドlistServerGroups()を使用します。




	
各定義済サーバー・グループにターゲット指定されたアプリケーション・サービス・グループ。そのターゲットを継承するサーバー・グループに割り当てられるすべてのサーバー。


	
サーバー・グループに追加される任意のサーバーの名前に接頭辞が割り当てられるかどうか。たとえば、接頭辞「xyz」がサーバー・グループに定義されており、「server2」という名前のサーバーをそのグループに追加する場合、サーバー名は「xyz_server2」として登録されます。




表1-4は、拡張ドメイン・プロファイルとコンパクト・ドメイン・プロファイルの違いを示しています。





表1-4 拡張ドメインとコンパクト・ドメインの違い

	拡張ドメイン	コンパクト・ドメイン
	
クラスタ化ドメインとも呼ばれます。

	
単一インスタンス・ドメインとも呼ばれます。


	
管理サーバーを含みます。ドメイン内に、Fusion Middleware製品の管理対象サーバーを含みます。Fusion Middleware管理対象サーバーはクラスタに割当て可能です。

	
管理サーバーのみを含み、ドメイン内のFusion Middleware製品の管理対象サーバーまたはクラスタは含みません。このドメイン・タイプは主に開発目的で使用されます。


	
1つの管理サーバー・サーバー・グループと、1つ以上の管理対象サーバー・サーバー・グループを定義します。

	
管理対象サーバー・サーバー・グループを定義します。管理対象サーバー・サーバー・グループはconfig-groups.xmlで定義可能ですが、使用されません。


	
config-groups.xmlで定義されるすべてのアプリケーション・サービス・グループがターゲット指定されます。一部のアプリケーション・サービス・グループは管理サーバー・サーバー・グループにターゲット指定され、その他のアプリケーション・サービス・グループは管理対象サーバー・サーバー・グループにターゲット指定されます。

	
定義済アプリケーション・サービス・グループの全部または一部が管理サーバー・サーバー・グループにターゲット指定されます。一部のアプリケーション・サービス・グループはターゲット指定できません。








新規ドメインに対してドメイン・プロファイルを選択するには、次の2つの方法があります。

	
FMW構成ウィザードを使用してドメインを作成する場合、「構成タイプ」画面で、使用するプロファイルを選択します。『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の構成タイプに関する項を参照してください。


	
WLSTを使用してドメインを作成する場合、createDomainまたはreadTemplateコマンドで使用するプロファイルを指定します。WebLogic Server WLSTコマンド・リファレンスの「createDomain」または「readTemplate」を参照してください。デフォルトのプロファイル・タイプは拡張です。












1.6.2 アプリケーション・サービス・グループ、サーバー・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピング


Fusion Middlewareテンプレートのconfig-groups.xmlファイルで、アプリケーション・サービス・グループ、サーバー・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピングを定義できます。これにより、アプリケーションとサービスを、ドメイン内の適切なアプリケーション・サーバーに自動的に割り当てることができます。

	
アプリケーション・サービス・グループ: アプリケーション・サービス・グループは<app-svc-groups>要素内で定義されます。各<group>要素は、一意のアプリケーション・サービス・グループを定義します。これには、アプリケーション・デプロイメント、ワーク・マネージャ、JMSシステム・リソース、ライブラリ、製品ドメイン内で必要となるその他のアイテムなど、ドメインに含める様々なアプリケーションおよびサービスが含まれます。一部のアプリケーション・サービス・グループはコンパクト・ドメインで使用できませんが、アプリケーション・サービス・グループは各ドメイン・プロファイルに対して常に同じになります。アプリケーション・サービス・グループは、複数のサーバー・グループにマップできます。


	
サーバー・グループ: 名前付きサーバー・グループです。通常、ドメインのconfig-groups.xmlファイルには、少なくとも1つの管理サーバー・グループと管理対象サーバー・グループがそれぞれ定義されています。これらは、<domain-topology>要素内の<server-group>要素により定義されます。コンパクト・プロファイルで管理サーバー・サーバー・グループと管理対象サーバー・サーバー・グループの両方を定義できますが、コンパクト・ドメインで使用されるのは管理サーバー・サーバー・グループのみであることに注意してください。

サーバー・グループをユーザーが展開可能なグループとして定義している場合、管理対象サーバーをサーバー・グループに追加できます。ユーザーが展開可能なサーバーは、Fusion Middleware構成ウィザードの「管理対象サーバー」画面の「サーバー・グループ」ドロップダウン・リストにリストされています。WLSTでは、listServerGroupsコマンドを使用して、どのサーバー・グループをユーザーが展開可能かどうかを判別できます。


	
アプリケーション・サービス・マッピング: アプリケーション・サービス・マッピングは、各定義済サーバー・グループに対してどのアプリケーション・サービス・グループがマップされるかを定義します。これらのマッピングはドメイン・プロファイルによって異なります。これらは、config-groups.xmlの<domain-topology>要素内の<app-svc-group-mapping>要素で定義されます。




サーバー・グループは、定義済アプリケーション・サービス・グループを各定義済サーバー・グループにマップすることにより、Fusion Middlewareアプリケーションおよびサービスを1つ以上のサーバーにターゲット指定します。必要に応じて、特定のアプリケーション・サービス・グループを複数のサーバー・グループにマップできます。特定のサーバー・グループにマップされた任意のアプリケーション・サービスは、そのグループに割り当てられたすべてのサーバーに自動的にターゲット指定されます。

たとえば、config-groups.xmlで次のアイテムが定義されているとします。

	
サーバー・グループADMIN-SVR(管理サーバーのサーバー・グループ)


	
サーバー・グループMGD-SVRS(管理対象サーバーのサーバー・グループ)


	
アプリケーション・サービス・グループADMIN-APPS(管理サーバー上でのみ実行されるアプリケーション・サービスを定義)


	
アプリケーション・サービス・グループMAIN-APPS(管理対象サーバー上で実行されるアプリケーションを定義)


	
アプリケーション・サービス・グループMAIN-LIBS(管理サーバーと管理対象サーバーにターゲット指定される必要のあるライブラリを定義)


	
MAIN-APPSをMGD-SRVSサーバー・グループにマップするアプリケーション・サービス・マッピング


	
ADMIN-APPSをADMIN-SVRサーバー・グループにマップするアプリケーション・サービス・マッピング


	
MAIN-LIBSをADMIN-SVRサーバー・グループにマップするアプリケーション・サービス・マッピング


	
MAIN-LIBSをMGD-SVRSサーバー・グループにマップするアプリケーション・サービス・マッピング




この例では、ADMIN-APPSで定義されるすべてのアプリケーションとその他のリソースは、管理サーバーにターゲット指定されます。MAIN-APPSで定義されるすべてのアプリケーションとその他のリソースは、すべての管理対象サーバーにターゲット指定されます。MAIN-LIBSで定義されるすべてのライブラリは、管理サーバーとすべての管理対象サーバーにターゲット指定されます。




	サーバー・グループでのサーバーの追加または削除







1.6.2.1 サーバー・グループでのサーバーの追加または削除



WLST setServerGroups()コマンドを使用して、ユーザーが展開可能な任意のサーバー・グループ、またはユーザーが作成した任意のサーバー・グループにサーバーを追加できます。任意のサーバー・グループからサーバーを削除することもできます。次に、この例を示します。


# add a server to a server group
setServerGroups('my_server4', 'XYZ-MAN-SRVS', '180000')

# remove a server from a server group by setting the group to null
serverGroup = []
setServerGroups('my_server3', serverGroup











1.6.3 起動グループ


テンプレート内のstartup-plan.xmlファイルは、様々な起動パラメータがドメイン内の異なるサーバーまたはサーバー・グループ用に定義されるようにする、起動グループを定義します。ドメイン・テンプレートには、次のものが含まれます。

	
グローバル起動定義。これにより、ドメイン内のすべてのサーバーに対するドメイン全体の起動設定が定義されます。


	
1つ以上のサーバー起動グループ。これらはサーバー・グループに関連付けられます。存在する場合、これらはサーバー・グループに割り当てられたすべてのサーバーに対する起動設定を定義します。サーバー起動グループがグローバル・レベルですでに定義されている設定を定義する場合、サーバー・レベルの定義が優先されます。




拡張ドメイン・プロファイルとコンパクト・ドメイン・プロファイルに対して、異なる起動設定を定義できます。また、ドメインを作成する場合、ドメインに複数のテンプレートを適用できます。そのため、すべての可能な起動設定と起動グループは、ドメインの/init-infoディレクトリ内の単一のstartup-plan.xmlファイルに結合されます。サーバーを起動する際に、このファイルを参照して次のことが特定されます。

	
サーバーの割当て先のサーバー・グループとサーバー・グループの割当て先の起動グループに基づく、サーバーの割当て先の起動グループ(存在する場合)。


	
サーバーのサーバー・グループの割当て先の起動グループに基づく、サーバー用の起動設定。




サーバーがサーバー・グループに割り当てられていない場合は、startup-plan.xmlで定義されているグローバル設定を使用して起動されます。

表1-3のstartup-plan.xmlに、このファイルで構成可能な起動パラメータを示します。




	サーバーの起動構成の管理







1.6.3.1 サーバーの起動構成の管理



ドメインのマージされたstartup-plan.xmlファイルには、そのドメイン内のサーバーの起動パラメータが定義されていますが、オフラインのWebLogic Scripting Tool (WLST)を使用して、次の操作を実行する必要が生じる場合があります。

	
独自の起動グループの作成による、ドメイン内の1つ以上のサーバーに対する一意の起動パラメータの定義。


	
サーバー・グループの起動パラメータの調整。


	
起動グループでのサーバーの追加または削除。サーバーの削除は、ユーザーが変更不可能なサーバー・グループでも実行可能ですが、サーバーの追加は、ユーザーが変更可能なサーバー・グループか、自分で作成したサーバー・グループでのみ行えることに注意してください。




ドメインのstartup-plan.xmlファイルは、起動構成に加えた変更で自動的に更新されます。






	起動グループの作成および変更







1.6.3.1.1 起動グループの作成および変更



ドメイン内の既存のサーバー・グループから、新しい起動グループを作成できます。新しい起動グループは、起動グループの作成に使用したサーバー・グループから起動パラメータのみを継承します。次に、新しい起動グループの起動パラメータ設定を変更して、それに個々のサーバーを割り当てることができます。

ドメイン内のサーバー・グループを特定するには、次の2つの方法があります。

	
WLSTコマンドlistServerGroups()を入力します。これはユーザーが展開可能なサーバー・グループのみを表示します。


	
ドメインのinit-info/config-groups.xmlファイルを開きます。サーバー・グループ名は、このファイル内の<server group>要素のname属性により定義されます。




次のWLSTの例は、サーバー・グループJRF-MAN-SVRに基づいてXYZ-MGD-SVRSという名前の新しい起動グループを作成し、サーバーをそのグループに追加し、新しいグループの設定を表示および調整する方法を示しています。





例1-1 起動グループの作成および変更


# Create a new startup group called XYZ-MGD-SVRS based on the startup settings 
# for server group JRF-MAN-SVR
addStartupGroup('XYZ-MGD-SRVS', 'JRF-MAN-SVR')

# Set the startup group for my_server1 to XYZ-MGD-SRVS
setStartupGroup('my_server1', 'XYZ-MGD-SRVS')
# select the XYZ-MGD-SRVS startup group for modification
cd('/StartupGroupConfig/XYZ-MGD-SRVS')

# display the setting for MaxHeapSize 
get('MaxHeapSize')
'1024'
# change the setting for MaxHeapSize
set('MaxHeapSize', '1536')

# get Java system properties for a startup group as a Python dictionary
dictionary = get('SystemProperties')

# set Java system properties for a startup group
dictionary['key.1'] = 'value.1'
dictionary['key.2'] = 'value.2'
set('SystemProperties',dictionary)

# get Java environment settings for a startup group as a Python dictionary
dictionary = get('EnvVars')

# set Java system properties for a startup group
dictionary['env.1'] = 'value.1'
dictionary['env.2'] = 'value.2'
set('EnvVars',dictionary)






注意:

set('EnvVars',{})をコールするとすべてのカスタマイズがリセットされ、起動グループの環境変数が、起動グループに関連付けられたサーバー・グループから派生した設定に戻ります。





















2 WebLogic Serverテンプレート


WebLogicドメイン・テンプレートは、WebLogic Serverインストールに付属しています。このテンプレートをOracle Fusion Middleware構成ウィザードの「テンプレート」画面で選択するか、WLSTを使用することで、簡単にドメインを作成または拡張できます。


表2-1 Oracle WebLogic ServerおよびWorkshop for WebLogicテンプレート

	テンプレート	説明
	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート

	
基本的なWebLogic Serverドメインを作成します。


	
WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレート

	
WebLogic Serverのスターター・ドメインを作成します。


	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張テンプレート

	
Webサービスの信頼性のあるメッセージング、バッファリング、JMSトランスポートなどの高度なJAX-RPC Webサービスに必要な機能を追加するために、既存のWebLogic Serverドメインを拡張します。


	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレート

	
非同期メッセージング、Webサービスの信頼性のあるメッセージング、メッセージ・バッファリング、Webサービスの原子性トランザクションおよびWS-SecureConversationを使用したセキュリティなどの高度なWebサービスに必要な機能を追加するためにドメインを拡張します。


	
WebLogic JAX-WS SOAP/JMS拡張テンプレート

	
ドメインを拡張して、JAX-WS WebサービスでSOAP over JMSトランスポートを使用するために必要なリソースを含めます。


	
Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート

	
Avitek Medical Recordsのサンプル・ドメインを作成するために基本WebLogic Serverドメインを拡張します。このドメインは、J2EEプラットフォームのすべての側面を示すWebLogic Serverのサンプル・アプリケーション・スイートです。


	
Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート(Springバージョン)

	
基本WebLogic Serverドメインを拡張してSpring用のAvitek Medical Recordsサンプル・ドメインを作成します。このドメインは、J2EEプラットフォームのすべての側面を示すWebLogic Serverのサンプル・アプリケーション・スイートです。


	
WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート

	
WebLogic Serverの導入によって新しいユーザーを支援するように設計されたWebアプリケーションで基本WebLogic Serverドメインを拡張します。Webアプリケーションを実行すると、ユーザーはWebLogic Server機能のハイライトなど、様々なトピックの情報に関する内容を確認できます。このwebアプリケーションから構成済、コンパイル済の複数のサンプルを実行することもできます。この拡張テンプレートのリソースは、WebLogic Serverサンプル・ドメインで必要です。


	
WebLogic Serverサンプル拡張テンプレート

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートおよびWebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートのリソースに含まれるWebLogic Serverドメインを拡張して、完全なWebLogic Serverサンプル・ドメインを作成します。WebLogic Serverサンプル・ドメインには、個々のJ2EEおよびWebLogic Server APIをコード化するためのベスト・プラクティスを説明するサンプル群が含まれています。









	基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート

このテンプレートにより、ドメインの作成時に、リソース(管理サーバーやセキュリティ・レルムなど)を簡単に構成できるようになります。
	WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレート

このテンプレートにより、ドメインの作成時に、リソースとサービス(管理サーバー、セキュリティ・レルム、アプリケーション・デプロイメントなど)を簡単に構成できるようになります。
	WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張テンプレート

構成ウイザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートによって、高度なJAX-RPC Webサービスに必要なリソースを簡単に含めることができます。
	WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレート

このテンプレートにより、高度なWebサービスの機能をサポートするために必要なリソースが自動的に構成されます。
	WebLogic JAX-WS SOAP/JMS拡張テンプレート

構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートによって、JAX-WS WebサービスにSOAP over JMSトランスポートを使用するために必要なリソースを簡単に含めることができます。
	Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート

構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートにより、Avitek Medical Recordsサンプル・ドメインを作成するために、基本WebLogic Serverドメインを簡単に拡張できるようになります。
	Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート(Springバージョン)

構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートにより、SpringにAvitek Medical Recordsサンプル・ドメインを作成するために、基本WebLogic Serverドメインを簡単に拡張できるようになります。
	WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート

構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートにより、デフォルトのWebLogic Serverドメインに必要なリソースを含めるように、基本WebLogic Serverドメインを簡単に拡張できるようになります。
	WebLogic Serverサンプル拡張テンプレート

構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートにより、WebLogic Serverサンプル・ドメインを作成するために、基本WebLogic Serverドメインを簡単に拡張できるようになります。






2.1 基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート


このテンプレートは、ドメインの作成時に、リソース(管理サーバーやセキュリティ・レルムなど)を構成する場合に役立ちます。

製品をインストールすると、事前定義済の基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートが1つインストールされます。事前定義済の他のすべてのテンプレートは、基本WebLogic Serverドメインにリソース、サービス、およびアプリケーションを追加するために使用する拡張テンプレートです。




	テンプレートの詳細

	基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス







2.1.1 テンプレートの詳細



次の表には、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートの基本情報が記載されています。テンプレート名には、構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」画面および「拡張ソースの選択」画面にある製品リストに表示されたテンプレートの名前がそのまま表示されます。





表2-2 基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
ドメイン


	
カテゴリ

	
Oracle WebLogic ServerおよびCoherence


	
テンプレート名

	
基本WebLogic Serverドメイン


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME/common/templates/wls/wls.jar


	
テンプレート依存性

	
なし












2.1.2 基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス



次の表には、基本WebLogic Serverドメイン・テンプレートで作成されるドメイン内で構成されるリソースとサービスを示しています。





表2-3 基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソース

	リソース・タイプ	名前	備考
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは無効




ドメインの作成に構成ウィザードまたはWLSTオフラインを使用し、管理サーバー名をデフォルト名のAdminServerとは別の名前にする場合、名前は手動で構成する必要があります。拡張テンプレートを適用した後には名前を変更できません。

構成ウィザードでドメインを作成するときの管理サーバー名のカスタマイズ方法の詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。

WLSTオフラインでドメインを作成するときの管理サーバー名のカスタマイズ方法の詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』のWLSTオフラインを使用したWebLogicドメインの作成と構成に関する項を参照してください。

次のWLSTオフライン・サンプル・コード・スニペットは、デフォルトの管理サーバー名であるAdminServerをMedRecServerに変更する方法を示しています。


#-----------------------------------#
Read the Basic WebLogic Server Domain template
readTemplate('d:/MW_HOME/wlserver/common/templates/wls/wls.jar')
#Change the Administration Server name.
cd('Servers/AdminServer')
set('Name', 'MedRecServer')
#-----------------------------------


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
これは、デフォルトの(アクティブな)WebLogic Serverセキュリティ・レルムです。管理者のユーザー・アカウントであるweblogicが、すべてのデフォルトのグループおよびロールとともに、このセキュリティ・レルムに構成されます。














2.2 WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレート


このテンプレートは、ドメインの作成時に、リソースとサービス(管理サーバー、セキュリティ・レルム、アプリケーション・デプロイメントなど)を構成する場合に役立ちます。

製品をインストールすると、事前定義済のWebLogic Serverドメイン・テンプレートも1つインストールされます。このテンプレートには、デフォルトのドメイン構成設定およびテンプレートの使用を開始するための「ようこそ」ページを提供するアプリケーションが含まれています。




	テンプレートの詳細

	WebLogic Serverスターター・ドメインで構成されるリソースとサービス







2.2.1 テンプレートの詳細



次の表には、WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレートの基本情報が記載されています。







表2-4 WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレートの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
ドメイン


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME/common/templates/wls/wls_starter.jar


	
テンプレート依存性

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート













2.2.2 WebLogic Serverスターター・ドメインで構成されるリソースとサービス



次の表には、基本WebLogic Serverスターター・ドメイン・テンプレートで作成されたドメインで構成されるリソースとサービスを示しています。





表2-5 WebLogic Serverスターター・ドメインで構成されるリソース

	リソース・タイプ	名前	備考
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは無効




ドメインの作成に構成ウィザードまたはWLSTオフラインを使用し、管理サーバー名をデフォルト名のAdminServerとは別の名前にする場合、名前は手動で構成する必要があります。拡張テンプレートを適用した後には名前を変更できません。

構成ウィザードでドメインを作成するときの管理サーバー名のカスタマイズ方法の詳細は、『構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。

WLSTオフラインでドメインを作成するときの管理サーバー名のカスタマイズ方法の詳細は、『WebLogic Scripting Toolの理解』のWLSTオフラインを使用したWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。

次のWLSTオフライン・サンプル・コード・スニペットは、デフォルトの管理サーバー名であるAdminServerをMedRecServerに変更する方法を示しています。


#-----------------------------------#
Read the Basic WebLogic Server Domain template
readTemplate('d:/MW_HOME/wlserver/common/templates/wls/wls.jar')
#Change the Administration Server name.
cd('Servers/AdminServer')
set('Name', 'MedRecServer')
#-----------------------------------


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
デフォルトの(アクティブな)WebLogic Serverセキュリティ・レルム。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
wl_starter

	
初期ドメインにデプロイしたサンプルWebアプリケーション。














2.3 WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張テンプレート


構成ウイザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートによって、高度なJAX-RPC Webサービスに必要なリソースを簡単に含めることができます。

このタスクは、WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張テンプレートで提供されるリソースやサービスを基本WebLogic Serverドメインに追加することで実施します。




	テンプレートの詳細

	構成されるリソースとサービス







2.3.1 テンプレートの詳細



次の表には、WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張テンプレートの基本情報が記載されています。





表2-6 WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC拡張テンプレートの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle WebLogic ServerおよびCoherence


	
テンプレート名とバージョン

	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC Extension - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.wls-webservice-template.jar












2.3.2 構成されるリソースとサービス



この表に、WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPCテンプレートで拡張されたドメインに構成されるリソースとサービスが記載されています。





表2-7 WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPCドメインで構成されるリソース

	リソース・タイプ	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。拡張テンプレートで参照される管理サーバーはcgServerです。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは有効


	
SSLリスニング・ポート: 7002




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインによって提供されたデフォルトのセキュリティ・レルムを使用します。


	
ファイル・ストア

	
WseeFileStore

	
WseeJmsServer JMSサーバーの永続ストアとして使用するファイル・ストアを追加します。このファイル・ストアは管理サーバーにターゲット指定されます。


	
SAFエージェント

	
ReliableWseeSAFAgent

	
WseeFileStoreを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。SAFエージェントによって信頼性のあるメッセージの受信と処理が制御されます。


	
JMSキュー

	
WseeMessageQueue

	
JMSキューをJMSサーバーであるWseeJMSServerに追加します。

キューは、JMSModules/モジュールの名前で、WseeJMSModuleの下にあります。


	
JMSキュー

	
WseeCallbackQueue

	
JMSキューをJMSサーバーであるWseeJMSServerに追加します。


	
JMSサーバー

	
WseeJmsServer

	
JMSサーバーをシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーであるAdminServerにターゲット指定します。


	
ワーク・マネージャ

	
weblogic.wsee.mdb.DispatchPolicy

	
このワーク・マネージャを追加し、管理サーバーであるAdminServerにターゲット指定します。














2.4 WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレート


このテンプレートにより、高度なWebサービスの機能をサポートするために必要なリソースが自動的に構成されます。

サポートされる高度なWebサービスの機能は次のとおりです。

	
Webサービスの原子性トランザクション


	
WS-SecureConversationを使用したセキュリティ





注意:

2つのAdvanced Web Servicesテンプレートはそれぞれ、ドメイン内で個別にまたは一緒に使用することができます。このテンプレートは、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートが適用されたドメインに適用する場合、Advanced Web Services for JAX-WSテンプレートを適用する前にAdvanced Web Servicesテンプレートを適用する必要があります。



詳細は、『Oracle WebLogic Server JAX-WS Webサービスの開発』の高度なWebサービス機能向けのドメインの構成に関する項を参照してください。




	テンプレートの詳細

	構成されるリソースとサービス







2.4.1 テンプレートの詳細



次の表には、WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレートの基本情報が記載されています。





表2-8 WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS拡張テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle WebLogic ServerおよびCoherence


	
テンプレート名とバージョン

	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-WS Extension - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート


	
Web Services State Management Memory Providerテンプレート





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.wls-webservice-jaxws-template.jar












2.4.2 構成されるリソースとサービス



この表に、WebLogic Advanced Web Services for JAX-WSテンプレートで拡張されたドメインに構成されるリソースとサービスが記載されています。





表2-9 WebLogic Advanced Web Services for JAX-WSドメインで構成されるリソース

	リソース・タイプ	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。拡張テンプレートで参照される管理サーバーはcgServerです。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは有効


	
SSLリスニング・ポート: 7002




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインによって提供されたデフォルトのセキュリティ・レルムを使用します。


	
JMSサーバー

	
WseeJaxwsJmsServer

	
JMSサーバーをシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
ワーク・マネージャ

	
weblogic.wsee.jaxws.mdb.DispatchPolicy

	
このワーク・マネージャを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。ワーク・マネージャによって、スレッド・プール・リソースを定義できます。


	
ファイル・ストア

	
WseeJaxwsFileStore

	
WseeJaxwsJmsServer JMSサーバーの永続ストアとして使用するファイル・ストアを追加します。このファイル・ストアは管理サーバーにターゲット指定されます。


	
JMSシステム・リソース

	
WseeJaxwsJmsModule

	
クラスタの分散宛先を定義します。すべての関連付けられたターゲットがJAX-WS Webサービスをサポートするために使用されます。サブデプロイメントの名前はWseeJaxwsJmsServerSubです。

注意: デフォルトでは、重み設定された分散宛先(WDD)が構成されています。クラスタ環境では、宛先を共通分散宛先(UDD)にアップグレードすることを強くお薦めします。


	
SAFエージェント

	
ReliableWseeJaxwsSAFAgent

	
WseeJaxwsFileStoreを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。SAFエージェントによって信頼性のあるメッセージの受信と処理が制御されます。


	
JMSキュー

	
weblogic.wsee.BufferedRequest Queue

weblogic.wsee.BufferedRequestErrorQueue

weblogic.wsee.BufferedResponseQueue

weblogic.wsee.BufferedResponseErrorQueue

	
これらのJMSキューをJMSサーバーに追加し、WseeJaxwsJmsServerにターゲット指定します。

これらのキューは将来の使用のために予約されています。














2.5 WebLogic JAX-WS SOAP/JMS拡張テンプレート


構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートによって、JAX-WS WebサービスにSOAP over JMSトランスポートを使用するために必要なリソースを簡単に含めることができます。

このタスクは、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートで提供されるリソースやサービスを基本WebLogic Serverドメインに追加することで実施します。




	テンプレートの詳細

	構成されるリソースとサービス







2.5.1 テンプレートの詳細



次の表には、WebLogic JAX-WS SOAP/JMS拡張テンプレートの基本情報が記載されています。





表2-10 WebLogic JAX-WS SOAP/JMS拡張テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle WebLogic ServerおよびCoherence


	
テンプレート名とバージョン

	
WebLogic JAX-WS SOAP/JMS拡張 - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.wls-webservice-soapjms-template.jar












2.5.2 構成されるリソースとサービス



次の表は、WebLogic JAX-WS SOAP/JMS拡張テンプレートで拡張されたドメイン内で構成されるリソースとサービスを示しています。





表2-11 WebLogic JAX-WS SOAP/JMSドメインで構成されるリソース

	リソース・タイプ	名前	拡張の結果
	
JMSサーバー

	
WseeSoapjmsJmsServer

	
JMSサーバー管理コンテナ。


	
ファイル・ストア

	
WseeSoapjmsFileStore

	
I/O操作を処理し、データを保存したり、物理ストレージ(ファイル、DBMSなど)から取得したりするためにWeb Serverが使用するファイル・ストアまたは物理ストア。


	
JMSモジュール

	
WseeSoapjmsJmsModule

	
SOAP over JMSトランスポートに必要なJMSリソースを定義するJMSモジュール。


	
JMSサブデプロイメント

	
WseeSoapjmsJmsServerSub

	
JMSリソースのターゲットをWseeSoapJmsServerに指定するJMSサブデプロイメント。


	
JMS接続ファクトリ

	
com.oracle.webservices.api.jms.ConnectionFactory

	
SOAP over JMSトランスポートの接続の作成に使用するデフォルトのJMS接続ファクトリ。


	
JMSキュー

	
com.oracle.webservices.api.jms.RequestQueue

	
デフォルトのJMSリクエスト・キュー。


	
JMSキュー

	
com.oracle.webservices.api.jms.ResponseQueue

	
デフォルトのJMSレスポンス・キュー。


	
JMSキュー

	
com.oracle.webservices.api.jms.ErrorQueue

	
デフォルトのJMSエラー・キュー。














2.6 Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート


構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートにより、Avitek Medical Recordsサンプル・ドメインを作成するために、基本WebLogic Serverドメインを簡単に拡張できるようになります。

このタスクは、Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン拡張テンプレートで提供されるリソースおよびサービスを、基本WebLogic Serverドメインに追加することで実施します。

Avitek Medical Recordsサンプル・アプリケーションに関する詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションおよびサンプル・コードに関する項を参照してください。




	テンプレートの詳細

	構成されるリソースとサービス







2.6.1 テンプレートの詳細



次の表には、Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン拡張テンプレートの基本情報が記載されています。





表2-12 Avitek Medical Recordsサンプル・ドメインの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME/common/templates/wls/medrec.jar


	
テンプレート依存性

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート












2.6.2 構成されるリソースとサービス



次の表は、Avitek Medical Recordsサンプル拡張テンプレートで拡張されるドメイン内で構成されるリソースとサービスを示しています。

ワーク・マネージャ・サービス(weblogic.wsee.mdb.DispatchPolicy)も使用可能ですが、管理サーバーのターゲットではありません。







表2-13 Avitek Medical Recordsドメインで構成されるリソース

	リソース・タイプ	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。管理サーバーはテンプレート内で@SERVER_NAMEとして参照され、WebLogic Server管理コンソールではAdminServerと表示されます。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは有効


	
SSLポート: 7002




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインで提供されるデフォルト・セキュリティ・レルムを使用します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
medrec

	
サンプルmedrecエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
physician

	
サンプルphysicianエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
chat

	
患者と医師の間の会話に使用されるチャットWebアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
browser-starter

	
browser-starter Webアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
SamplesSearchWebApp

	
サンプル検索アプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
メール・セッション

	
mail/MedRecMailSession

	
このメール・セッションを追加します。


	
JDBCデータ・ソース

	
MedRecGlobalDataSourceXA

	
JDBCデータ・ソースを MedRecGlobalDataSourceXA システム・リソースとして識別します。


	
JDBCデータ・ソース

	
BatchDS

	
BatchDSという名前のJDBCデータ・ソースを定義します。これは、JNDI名jndi/batchDSを使用した2フェーズのコミットXAデータ・ソースです。


	
JMSシステム・リソース

	
MedRec-jms

	
JMSサーバー、接続ファクトリ、およびキューをJMSシステム・リソースとして使用するように追加し、リソースを管理サーバーにターゲット指定します。


	
JMSサーバー

	
MedRecJMSServer

	
JMSサーバーをMedRec-jmsシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
ワーク・マネージャ

	
weblogic.wsee.mdb.DispatchPolicy

	
このワーク・マネージャを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。ワーク・マネージャによって、スレッド・プール・リソースを定義できます。


	
WLDFシステム・リソース

	
MedRecWLDF

	
WLDFシステム・リソース、NewUserCoun用のWLDFハーベスタおよび仕分けインジェクション用のWLDRインストゥルメンテーション・モニターを追加し、それらを管理サーバーにターゲット指定します。


	
接続ファクトリ

	
MedRecConnectionFactory

	
JMSトランスポート経由の接続の作成に使用するデフォルトのJMS接続ファクトリ。


	
JMSキュー

	
com.oracle.medrec.jms.PatientNotificationQueue

	
JMSキューをJMSサーバーであるMedRecWseeJMSServerに追加します。















2.7 Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン・テンプレート(Springバージョン)


構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートにより、SpringにAvitek Medical Recordsサンプル・ドメインを作成するために、基本WebLogic Serverドメインを簡単に拡張できるようになります。

このタスクは、Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン拡張テンプレートで提供されるリソースおよびサービスを、基本WebLogic Serverドメインに追加することで実施します。

Avitek Medical Recordsサンプル・アプリケーションに関する詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションおよびサンプル・コードに関する項を参照してください。




	テンプレートの詳細

	構成されるリソースとサービス







2.7.1 テンプレートの詳細



次の表には、WebLogic Advanced Web Services拡張テンプレートの基本情報が記載されています。テンプレート名には、構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」画面および「拡張ソースの選択」画面にある製品リストに表示されたテンプレートの名前がそのまま表示されます。





表2-14 Avitek Medical Recordsサンプル・ドメイン(Spring)の情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME/common/templates/wls/medrec_spring.jar


	
テンプレート依存性

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート












2.7.2 構成されるリソースとサービス



次の表には、SpringのAvitek Medical Recordsサンプル拡張テンプレートで拡張されたドメインに構成されるリソースとサービスを示しています。





表2-15 Spring用のAvitek Medical Recordsドメインで構成されるリソース

	リソース・タイプ	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。管理サーバーはテンプレート内で@SERVER_NAMEとして参照され、WebLogic Server管理コンソールではAdminServerと表示されます。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは有効


	
SSLポート: 7002




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインで提供されるセキュリティ・レルムを使用します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
medrec

	
サンプルmedrecエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
physician

	
サンプルphysicianエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
browser-starter

	
browser-starter Webアプリケーションを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
SamplesSearchWebApp

	
サンプル検索アプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
デプロイ済ライブラリ

	
jsf#1.2@1.2.9.0

	
Java Server Facesバージョン1.2のライブラリを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
デプロイ済ライブラリ

	
jstl#1.2.@1.2.0.1

	
Java standard tagging (JSTL)バージョン1.2のライブラリを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
デプロイ済ライブラリ

	
weblogic-spring#12.2.1.0.0@12.2.1.0.0

	
WebLogic Springバージョン12.2.1のライブラリを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
メール・セッション

	
mail/MedRecMailSession

	
このメール・セッションを追加します。


	
JDBCデータ・ソース

	
MedRecGlobalDataSourceXA

	
JDBCデータ・ソースを MedRecGlobalDataSourceXA システム・リソースとして識別します。

プールの容量(初期): 2

プールの容量(最大): 10

プロトコル: 2フェーズ・コミット


	
JMSシステム・リソース

	
MedRec-jms

	
JMSサーバー、接続ファクトリ、およびキューをJMSシステム・リソースとして使用するように追加し、リソースをMedRecServerにターゲット指定します。


	
JMSサーバー

	
MedRecJMSServer

	
JMSサーバーをMedRec-jmsシステム・リソースとして追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。


	
ワーク・マネージャ

	
weblogic.wsee.mdb.DispatchPolicy

	
このワーク・マネージャを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。ワーク・マネージャによって、スレッド・プール・リソースを定義できます。


	
WLDFシステム・リソース

	
MedRecWLDF

	
このWLDFシステム・リソースを追加し、それをMedRecServerにターゲット指定します。WLDFリソースは、ハーベスタ・メトリックおよび仕分けインジェクションのためのインストゥルメンテーション・モニターを定義します(com.oracle.medrec.admin.AdminReport)。


	
SAFエージェント

	
WsrmAgent

	
ファイル・ストア、MedRecWseeFileStoreを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、MedRecServerにターゲット指定します。


	
JMSキュー

	
com.oracle.medrec.jms.RecordToCreateQueue

com.oracle.medrec.jms.PatientNotificationQueue

weblogic.wsee.DefaultQueue

	
これらのJMSキューをJMSサーバーのMedRecWseeJMSServerに追加します。


	
WLDFシステム・リソース

	
MedRecWLDF

	
WLDFシステム・リソース、NewUserCoun用のWLDFハーベスタおよび仕分けインジェクション用のWLDRインストゥルメンテーション・モニターを追加し、それらを管理サーバーにターゲット指定します。














2.8 WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート


構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートにより、デフォルトのWebLogic Serverドメインに必要なリソースが含まれるように、基本WebLogic Serverドメインを簡単に拡張できるようになります。

このタスクは、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートで提供されるリソースやサービスを基本WebLogic Serverドメインに追加することで実施します。

WebLogic Serverサンプル・ドメインでサポートされるサンプルの詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションおよびサンプル・コードに関する項を参照してください。




	テンプレートの詳細

	構成されるリソースとサービス







2.8.1 テンプレートの詳細



次の表には、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートの基本情報が記載されています。

テンプレート依存には、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートが必要とするリソースを用意するすべてのテンプレートがリストされます。





表2-16 WebLogic Serverデフォルト・ドメインの情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME/common/templates/wls/wls_default.jar


	
テンプレート依存性

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート












2.8.2 構成されるリソースとサービス



次の表は、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートで拡張されたドメイン内で構成されるリソースとサービスを示しています。





表2-17 WebLogic Serverデフォルト・ドメインで構成されるリソース

	リソース・タイプ	名前	拡張の結果
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。管理サーバーはテンプレート内で@SERVER_NAMEとして参照され、WebLogic Server管理コンソールではAdminServerと表示されます。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは無効




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインで提供されるセキュリティ・レルムを使用します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
SamplesSearchWebApp

	
SamplesSearchWebAppアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
mainWebApp

	
mainWebAppアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
examplesWebApp

	
examplesWebAppアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
entityBeanValidation

	
entityBeanValidationアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jsfBeanValidation

	
jsfBeanValidationアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
cdi

	
cdiアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
asyncMethodOfEJB

	
asyncMethodOfEJBエンタープライズ・アプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
calendarStyledTimer

	
calendarStyledTimerアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
noInterfaceViewInWAR

	
noInterfaceViewInWARアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
portableGlobalJNDIName

	
portableGlobalJNDINameアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
singletonBean

	
singletonBeanアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jaxrs

	
jaxrsアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
stockAdapter

	
stockAdapterアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
stockFrontEnd

	
stockFrontEndアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
stockBackEnd

	
stockBackEndアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jdbcDataSource.war

	
jdbcDataSource.warアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
criteriaQuery

	
criteriaQueryアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
elementCollection

	
elementCollectionアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
ajaxJSF

	
ajaxJSFアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
bookmarkingJSF

	
bookmarkingJSFアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
faceletsJSF

	
faceletsJSFアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
annotation

	
annotationアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
asyncServlet30

	
asyncServlet30アプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
programmaticSecurity

	
progammaticSecurityアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
multipartFileHandling

	
multipartFileHandlingアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
webFragment

	
webFragmentアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
sample-echo

	
sample-echoアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
sample-cdi

	
sample-cdiアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
sample-auction

	
sample-auctionアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
message-board

	
message-boardアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jaxrs-async

	
jaxrs-asyncアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jaxrs-provider

	
jaxrs-providerアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jaxrs-sse

	
jaxrs-sseアプリケーションを追加し、それを管理サーバーであるexamplesServerにターゲット指定します。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-demo

	
次の構成があるこのJDBCデータ・ソースを識別します。

	
JNDI名: examples-dataSource-demoPool


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




接続プール設定は次のとおりです。

	
初期容量: 1


	
最大容量: 10





	
JDBCシステム・リソース

	
examples-demoXA

	
次の構成があるこのJDBCデータ・ソースを識別します。

	
JNDI名: examples-dataSource-demoXAPool


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




接続プール設定は次のとおりです。

	
初期容量: 2


	
最大容量: 10





	
デプロイ済ライブラリ

	
jax-rs

	
jax-rsライブラリ依存関係をこのドメインに追加します。














2.9 WebLogic Serverサンプル拡張テンプレート


構成ウィザードまたはWLSTを使用すると、このテンプレートにより、WebLogic Serverサンプル・ドメインを作成するために、基本WebLogic Serverドメインを簡単に拡張できるようになります。

このタスクは、WebLogic Serverサンプル拡張テンプレートで提供されるリソースやサービスを基本WebLogic Serverドメインに追加することで実施します。

WebLogic Serverサンプル・ドメインでサポートされるサンプルの詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションおよびサンプル・コードに関する項を参照してください。




	テンプレートの詳細

	構成されるリソースとサービス







2.9.1 テンプレートの詳細



次の表には、WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレートの基本情報が記載されています。

テンプレート依存では、WebLogic Server Examples拡張テンプレートで必要となるリソースがこれらをドメイン内に構成する順序で提供するすべてのテンプレートがリストされます。





表2-18 WebLogic Serverサンプル拡張の情報

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
構成ウィザードでのテンプレート名

	
このテンプレートは、構成ウィザードの製品リストから利用できません。「ドメイン・ソースの選択」画面または「拡張ソースの選択」画面の「参照」オプションを使用してJARファイルが格納されている場所に移動することによってのみこのテンプレートを選択できます。


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME/common/templates/wls/wls_examples.jar


	
テンプレート依存性

	
基本WebLogic Serverドメイン・テンプレート












2.9.2 構成されるリソースとサービス



WebLogic Serverデフォルト・ドメイン拡張テンプレート(表2-17を参照)で構成されたリソースに加えて、WebLogic Serverサンプル拡張テンプレートでは、次の表にリストされたリソースおよびサービスが構成されます。





表2-19 WebLogic Serverサンプル・ドメインで構成される追加リソース

	リソース・タイプ	名前	備考
	
管理サーバー

	
AdminServer

	
基本WebLogic Serverドメインで提供される管理サーバーを使用します。ドメイン作成時に名前を変更しないかぎり、デフォルト名はAdminServerです。管理サーバーはテンプレート内で@SERVER_NAMEとして参照され、WebLogic Server管理コンソールではAdminServerと表示されます。

管理サーバーのデフォルトの構成は次のとおりです。

	
リスニング・アドレス: すべてのローカル・アドレス


	
リスニング・ポート: 7001


	
SSLは無効




ドメイン作成中の管理サーバーのネーミングの詳細は、「基本WebLogic Serverドメインで構成されるリソースとサービス」を参照してください


	
セキュリティ・レルム

	
myrealm

	
基本WebLogic Serverドメインで提供されるセキュリティ・レルムを使用します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
SamplesSearchWebApp

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
mainWebApp

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
examplesWebApp

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
sample-echo

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
sample-cdi

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
sample-auction

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
message-board

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jaxrs-async

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jaxrs-provider

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jaxrs-sse

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
batch10-joboperator

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
batch10-partition

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
cdi11-event

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
cdi11-transactional

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
cdi11-transaction-scoped

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
concurrency10-executor

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
concurrency10-schedule

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
concurrency10-threads

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
concurrency10-dynamicproxy

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
ejb32-lifecycle

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
ejb32-connector

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
ejb32-mdb

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
mailconnector

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jsf22-contracts

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jsf22-fileupload

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jsf22-flows

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jsf22-html5

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jsonp-jaxrs

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
servlet31-httpupgrade

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
servlet31-nonblockread

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
servlet31-nonblockwrite

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
servlet31-sessionidchange

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
servlet31-uncoveredhttpmethod

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
beanvalidation11-cdi

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jms-ejb

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
アプリケーション・デプロイメント

	
jms-servlet

	
このアプリケーションを追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-demo

	
次の構成があるこのJDBCデータ・ソースを識別します。

	
JNDI名: examples-dataSource-demoPool


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




データベース・ドライバがorg.apache.derby.jdbc.ClientDriverとして構成されます。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-demoXA

	
次の構成があるこのJDBCデータ・ソースを識別します。

	
JNDI名: examples-dataSource-demoXAPool


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




データベース・ドライバがorg.apache.derby.jdbc.ClientXADataSourceとして構成されます。


	
JMSサーバー

	
examplesJMSServer

	
JMSサーバーをexamples-jmsシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。

	
永続ストア: exampleJDBCStore


	
JMSメッセージ・ログ・ファイル: examplesJMSServer





	
JDBCストア

	
exampleJDBCStore

	
examples-demo JDBCデータ・ソースおよびexamplesJMSServer JMSサーバーの永続ストアとして使用するようにJDBCストアを追加し、そのストアをexamplesServer管理サーバーにターゲット指定します。


	
JMSシステム・リソース

	
examples-jms

	
JMSシステム・リソース用に使用されるJMSサーバー、接続ファクトリ、キュー、およびトピックを識別します。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-demoXA-2

	
管理サーバーにターゲット指定するJDBCデータ・ソースを識別します。このJDBCデータ・ソースには次の構成があります。

	
接続プール(最大): 100


	
グロバール・トランザクション・プロトコル: 2フェーズ・コミット




このデータ・ソースがexamples-multiDataSource-demoXAPoolマルチ・データ・ソースにマップされます。


	
JDBCシステム・リソース

	
examples-multiDataSource-demoXAPool

	
管理サーバーにターゲット指定するJDBCマルチ・データ・ソースを識別します。これはフェイルオーバーのために構成され、examples-oracleXAおよびexamples-demo-XA-2データ・ソースにマップされます。


	
ファイル・ストア

	
WseeFileStore

	
WSEEJMSServer JMSサーバーおよびReliableWseeSAFAgent SAF Agentの永続ストアとして使用するファイル・ストアを追加します。このファイル・ストアはexamplesServer管理サーバーのターゲットとなります。


	
JMSサーバー

	
WseeJMSServer

	
JMSサーバーをexamples-jmsシステム・リソースとして追加し、それを管理サーバーにターゲット指定します。

このサーバーが、WSeeFileStore永続ストアを使用するために構成されます。


	
SAFエージェント

	
ReliableWseeSAFAgent

	
WseeFileStoreファイル・ストアを使用するこのストア・アンド・フォワード・エージェントを追加し、管理サーバーにターゲット指定します。


	
ワーク・マネージャ

	
weblogic.wsee.mdb.DispatchPolicy

	
このワーク・マネージャを追加しますが、サーバーにはターゲット指定しません。


	
JMS接続ファクトリ

	
exampleTopic

exampleTrader

weblogic.examples.jms.QueueConnectionFactory

weblogic.examples.ejb30.QueueConnectionFactory

	
これらのコネクション・ファクトリをexamples-jmsシステム・リソースとして追加し、examplesServerサーバーにターゲット指定します。


	
JMSキュー

	
exampleQueue

jms/MULTIDATASOURCE_MDB_QUEUE

weblogic.examples.ejb30.ExampleQueue

	
これらのJMSキューをexamplesJMSServer JMSサーバーに追加します。


	
JMSキュー

	
weblogic.wsee.wseeExamplesDestinationQueue

WseeBufferedRequestQueue

WseeBufferedResponseQueue

	
これらのJMSキューをWseeJMSServer JMSサーバーに追加します。


	
JMSトピック

	
exampleTopic

quotes

stockTopic

	
これらのJMSトピックを追加し、examplesJMSServer JMSサーバーにターゲット指定します。


















3 Fusion Middleware製品テンプレート


WebLogicドメイン・テンプレートと拡張テンプレートは、Fusion Middleware製品の各種インストールに対応したWebLogicドメインを構成するために使用します。製品のインストールには、その製品に関連したテンプレートのみが含まれています。

これらのほとんどのテンプレートについて、Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの「テンプレート」画面でテンプレートを選択することで、ドメインの作成または拡張ができます。また、オフライン・モードでWebLogic Scripting Tool (WLST)を使用することで、これらのテンプレートを使用したドメインの作成または拡張ができます。詳細は、「テンプレート・ツール」を参照してください。

この章で説明するOracle JRFテンプレートなどのようなテンプレートは複数のFusion Middleware製品のドメインに適用されます。他のテンプレートは、単一のFusion Middleware製品のドメインに適用されるため、これ以外のFusion Middleware製品インストールには含まれません。

この章の構成は、次のとおりです。




	Fusion Middleware製品テンプレートの情報について

Fusion Middlewareの各テンプレートには、様々なセクションが含まれています。それぞれのセクションには、テンプレートについての具体的な情報が示されています。
	Oracle Infrastructureのテンプレート

このグループのテンプレートは、多数のFusion Middleware製品のドメインに必要なリソースを追加するために使用します。
	Oracle Enterprise Managerテンプレート

このグループのテンプレートは、各種Fusion Middleware製品に対応したWebLogicドメインにEnterprise Managerのリソースを追加するために使用します。
	Coherence Cluster Extensionテンプレート

このテンプレートは、WebLogicドメインにデフォルトのCoherenceクラスタdefaultCoherenceClusterを追加して、クラスタのリスニング・ポートを8088に設定します。
	Oracle SOA Suiteテンプレート

このグループのテンプレート(Clientテンプレートを除く)は、データベース接続にXAを使用します。JMSが存在することが必要です。
	Oracle WebCenter Contentテンプレート

このグループのテンプレートは、WebCenter Content製品がインストールされているWebLogic Serverドメインを拡張する(リソースを追加する)ために使用します。
	Oracle WebCenter Portalテンプレート

このグループのテンプレートは、Oracle WebCenter Portalと、関連ライブラリおよびアプリケーションをWebLogicドメインにデプロイするために使用します。
	Oracle WebCenter Sitesテンプレート

このグループのテンプレートは、WebCenter Sitesとその他の関連アプリケーションをWebLogicドメインにインストールするために使用します。
	Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレート

このテンプレートでは、Oracle WebCenter Enterprise Captureアプリケーションとその依存コンポーネントをWebLogicドメインにインストールします。
	Oracle Enterprise Scheduler Service Basicテンプレート

このテンプレートでは、1つの管理対象サーバー(ess_server1)のトポロジを作成して、そのトポロジにESSネイティブ・ホスティング・アプリケーション、クライアントおよび軽量クライアントを適用します。
	Oracle WSM Policy Managerテンプレート

このテンプレートは、WebLogicドメインにWSM Policy Manager Java EEアプリケーションをデプロイして構成するために使用します。
	Oracle User Messaging Service Basicテンプレート

Oracle User Messaging Service (UMS) Basicテンプレートは、Java EEアプリケーションのセットとUMS用のJMSリソースをデプロイするために使用します。クライアントAPIは、すでにOracle JRFテンプレートによってデプロイされています。Oracle UMSによって、ユーザーとデプロイされたアプリケーション間の双方向の通信が可能になります。
	Oracle MapViewerテンプレート

このテンプレートでは、WebLogicドメインにOracle MapViewerアプリケーションをデプロイします。
	Oracle Virtual Assembly Builderテンプレート

拡張ドメイン・トポロジ・プロファイルを使用して、このテンプレートはOracle Virtual Assembly Builder Deployerクラスタ・サービスをサポートするドメイン・タイプを提供し、Oracle WebLogic ServerクラスタおよびCoherenceクラスタの構成を可能にし、Coherenceクラスタを使用するようOracle WebLogic Serverクラスタをターゲット指定します。
	Oracle Identity Managementテンプレート

このグループのテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Identity Management (OIM)とその他の関連アプリケーションを追加するために使用します。
	Oracle Data Integratorテンプレート

このグループのテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Data Integrator (ODI)とその他の関連アプリケーションを追加するために使用します。
	Oracle Data Service Integratorテンプレート

これに該当するテンプレートは、WebLogic ServerドメインにOracle Data Service Integrator (ODSI)をインストールするときに組み込まれます。
	Oracle Enterprise Data Qualityテンプレート

このテンプレートは、Oracle Enterprise Data Quality (EDQ)のインストール時に組み込まれます。
	Oracle GoldenGateテンプレート

これに該当するテンプレートは、WebLogicドメインにOracle GoldenGateをインストールするときに組み込まれます。
	Oracle Business Intelligenceテンプレート

このグループのテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Business Intelligence (BI)を追加するときに組み込まれます。
	Oracle HTTP Serverテンプレート

Oracle HTTP Server (OHS)ドメイン・テンプレートは、基本WebLogic ServerドメインにOHSリソースとサービスを追加するために使用する拡張テンプレートです。OHSは、Oracle Fusion MiddlewareのWebサーバー・コンポーネントです。
	Oracle RAS Session Serviceテンプレート

このテンプレートは、Oracle Database Real Application Security (RAS)を使用するアプリケーションに応じてドメインを構成するために使用します。
	Oracle Formsのテンプレート

これに該当するテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Formsアプリケーションを追加するときに組み込まれます。
	Oracle Reportsテンプレート

これに該当するテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Reportsアプリケーションを追加するときに組み込まれます。
	Oracle Traffic Directorのテンプレート

これに該当するテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Traffic Director (OTD)を追加するときに組み込まれます。





3.1 Fusion Middleware製品テンプレートの情報について


それぞれのFusion Middlewareテンプレートには、様々なセクションが含まれています。それぞれのセクションには、テンプレートについての具体的な情報が示されています。

次に、セクションの名前と、そのセクションに示される情報について説明します。

	
テンプレート・タイプ: テンプレートには、ドメインまたは拡張の2つのタイプのテンプレートがあります。

ドメイン・テンプレートでは、管理サーバー、クラスタ、サーバー、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプションおよびその他のオプションなど、WebLogicドメイン内のリソース一式が定義されます。特定の製品インストールは、1つのドメイン・テンプレートに基づきます。

拡張テンプレートでは、アプリケーション、ライブラリ、サービスおよびその他のオプションなどのリソースが既存のドメインに追加されます。特定の製品インストールでは、ドメインを完成させるために1つまたは複数の拡張テンプレートが必要な場合があります。

グループ・テンプレートは、テンプレート依存の集合である特別なXMLファイルです。これによって、複数の依存テンプレートを必要とするテンプレートでそれらの取得処理が簡略化されます。

構成ウィザードを使用して製品ドメインを作成する場合、インストールする製品用にドメイン・テンプレートおよび拡張テンプレートを同時に選択することができます。


	
カテゴリ: 構成ウィザードの「テンプレート」画面にテンプレートがリストされるカテゴリ。


	
テンプレート名とバージョン: テンプレート(製品)名とテンプレート・バージョン。構成ウィザードの「テンプレート」画面でテンプレートが選択可能な場合、この名前が構成ウィザードにリストされます。


	
テンプレート依存関係: 特定のセクションで記述されるテンプレートが必要とする、特定の順序でドメインに追加する必要のあるリソースを提供する前提条件テンプレート。テンプレートの依存関係の詳細は、「テンプレートの依存関係」を参照してください


	
テンプレートJARファイルと場所: JARファイル名とOracleホーム・ディレクトリでの場所。WLSTスクリプトを使用して製品ドメインを設定するときにのみ、この情報が必要になります。


	
ドメイン・タイプ: 次のうちの1つです。

	
WebLogicドメインのJavaコンポーネント: これに該当するテンプレートのインストールは、標準WebLogic Serverインストールを使用して作成されたWebLogicドメインでサポートされています。


	
WebLogicドメインのシステム・コンポーネント: OHSやODIなどのシステム・コンポーネントは、スタンドアロン環境にインストールすることも、WebLogic Serverと同じ場所に配置することもできます。このタイプのテンプレートは、システム・コンポーネントがWebLogic Serverとコロケートしている場合にのみ使用できます。


	
スタンドアロン・ドメインのシステム・コンポーネント: このタイプのテンプレートは、システム・コンポーネントがスタンドアロン環境(WebLogic Serverを含んでいないもの)にインストールされている場合にのみ使用できます。





	
必須スキーマ: テンプレートを選択したドメインで必要とされるスキーマのリスト。これらのスキーマを、RCUを使用してそのドメインに対して作成されたデータベース・リポジトリに含める必要があります。


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ: ドメインにテンプレートを含める場合に、構成ウィザードの「管理対象サーバー」画面で使用可能になるユーザーが拡張可能な管理対象サーバー・グループすべてのリスト。詳細は、「アプリケーション・サービス・グループ、サーバー・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピング」を参照してください










3.2 Oracle Infrastructureのテンプレート


このグループのテンプレートは、多数のFusion Middleware製品のドメインに必要なリソースを追加するために使用します。

ここでは、次のテンプレートを説明します。


注意:

この項で説明するテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。テンプレートを変更すると、ドメインで問題が発生する可能性があります。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。






	Oracle JRFテンプレート

	Oracle制限付きJRFテンプレート

	Oracle JRF SOAP/JMS Web Servicesテンプレート

	Oracle ADF Development Mode Logging

	Oracle OPSS RESTサービス・アプリケーション・テンプレート







3.2.1 Oracle JRFテンプレート



Oracle Java Required Files (JRF)テンプレートでは、WebLogic Serverのインストールに含まれないコンポーネントが構成されます。これらのコンポーネントにより、Oracleビジネス・アプリケーションおよびアプリケーション・フレームワークに共通の機能が提供されます。JRFテンプレートに依存するアプリケーションおよびフレームワークの例として、SOA SuiteおよびWebCenterがあります。

JRFテンプレートは、Oracle ADFおよび他のコア・コンポーネントを使用して開発されたアプリケーションを含むドメインを構成するため、独立で使用されることもあります。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。







表3-1 Oracle JRFテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF Base - 12.2.1.2


	
JRFドメイン用WebLogicテンプレート - 12.2.1.2


	
Oracle Click History - 12.2.1.2


	
WebLogic Coherence Cluster Extension - 12.2.1.2


	
Oracle WSM Agent - 12.2.1.2


	
Oracle ADF and MDS Extensions for JRF - 12.2.1.2


	
Oracle OPSS Metadata for JRF - 12.2.1.2


	
Oracle User Messaging Service Client Extensions for JRF - 12.2.1.2


	
Common Infrastructure Engineering Runtime - 12.2.1.2


	
Oracle JRF WebServices Core - 12.2.1.2


	
Oracle State Management Memory Provider - 12.2.1.2


	
Oracle WSM Policy Attachment - 12.2.1.2


	
AuthProviders - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.jrf_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
監査サービス追加


	
監査サービス


	
監査サービス・ビューア


	
Oracle Platform Security Services





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
JRF-MAN-SVR













3.2.2 Oracle制限付きJRFテンプレート



Oracle制限付きJRFテンプレートにより、Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを実行してWebLogic Serverリソースを管理できるドメインを作成できます。クロス・コンポーネント・ワイヤリングはサポートしていません。制限付きJRFモードのすべてのコンポーネントのランタイムは、OPSSファイル永続性を使用してデータソース接続なしで実現します。OPSS管理は制限付きJRFモードで無効です。制限付きOPSSテンプレートは、ファイル永続性のドメインに自動的に適用されます。

このテンプレートを使用してドメインを作成する場合:

	
ドメインを完全なJRFドメインに移行できません


	
ADFアプリケーションおよびSOA、WebCenterなどのOracle Fusion Middleware製品はドメインでサポートされていません。








表3-2 Oracle制限付きJRFテンプレート

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Restricted JRF - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF Based - 12.2.1.2


	
JRFドメイン用WebLogicテンプレート - 12.2.1.2


	
Oracle Click History - 12.2.1.2


	
WebLogic Coherence Cluster Extension - 12.2.1.2


	
制限付きJRF用Oracle WSM Agent - 12.2.1.2


	
Oracle ADF and MDS Extensions for JRF - 12.2.1.2


	
制限付きJRF用Oracle OPSS Metadata - 12.2.1.2


	
Oracle User Messaging Service Client Extension - 12.2.1.2


	
Common Infrastructure Engineering Restricted Runtime - 12.2.1.2


	
Oracle JRF WebServices Core - 12.2.1.2


	
Oracle State Management Memory Provider - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.jrf_restricted_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.2.3 Oracle JRF SOAP/JMS Web Servicesテンプレート



このテンプレートはJRF SOAP/JMS WebサービスのJMSキューを作成します。





表3-3 Oracle JRF Asynchronous Web Servicesテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle JRF SOAP/JMS Web Services - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.jrf.ws.soapjms_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.2.4 Oracle ADF Development Mode Logging



このテンプレートは、Oracle JDeveloperがインストールされている場合に含まれます。これは、Oracle ADFに開発モード・ロギングを提供します。oracle.jboの詳細ロギングが公開されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-4 Oracle ADF Development Mode Loggingテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle ADF Development Mode Logging - 12.2.1.1


	
テンプレート依存性

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/jdeveloper/common/templates/jdeveloper/adf.fine.logging.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.2.5 Oracle OPSS RESTサービス・アプリケーション・テンプレート



このテンプレートは、Oracle OPPS Restサービス・アプリケーションをドメインに追加します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-5 Oracle OPSS RESTサービス・アプリケーション・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle OPSS RESTサービス・アプリケーション・テンプレート - 12.2.1.2


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート依存性

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/opss-rest-service-template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし














3.3 Oracle Enterprise Managerテンプレート


このグループのテンプレートは、各種Fusion Middleware製品に対応したWebLogicドメインにEnterprise Managerのリソースを追加するために使用します。

インストールしたFusion Middleware製品に応じて、次のEnterprise Managerテンプレートが使用可能です。




	Oracle Enterprise Managerテンプレート

	Oracle Enterprise Manager制限付きJRFテンプレート

	Oracle Enterprise Manager Plugin for ESSテンプレート

	Oracle Enterprise Manager Plugin for ODIテンプレート







3.3.1 Oracle Enterprise Managerテンプレート



Oracle Enterprise Managerテンプレートでは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlがドメインに追加されます。Fusion Middleware Controlは、Oracle Fusion Middlewareの監視および管理に使用するWebブラウザ・ベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェースです。

Oracle WebLogic Server管理コンソールとともに、Fusion Middleware Controlでは、Oracle WebLogic Serverドメイン、インストールおよび構成したOracle Fusion Middlewareコンポーネント、およびデプロイされるアプリケーションなどOracle Fusion Middlewareの環境を管理するツールが提供されます。

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlのより詳細な情報は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用に関するスタート・ガイドに関する項を参照してください。


注意:

このテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。



次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-6 Oracle Enterprise Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle WebCenter Composer - 12.2.1.2


	
emasTemplate - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
このテンプレートは、複数のテンプレートJARファイルからなります。Oracle Fusion Middlewareをインストールすると、これらのJARファイルは次のディレクトリに配置されます。

ORACLE_HOME/em/common/templates/wls

テンプレートは、テンプレート・ディレクトリ内にある次のJARファイルからなります。

	
oracle.em_wls_template.jar


	
oracle.emas_wls_template.jar





	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.3.2 Oracle Enterprise Manager制限付きJRFテンプレート



Oracle Enterprise Manager制限付きJRFテンプレートでは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlがドメインに追加されます。Fusion Middleware Controlは、Oracle Fusion Middlewareの監視および管理に使用するWebブラウザ・ベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェースです。

このテンプレートは、Oracle制限付きJRFテンプレートとのみ使用できます(「Oracle制限付きJRFテンプレート」を参照)。Oracle JRFテンプレートと一緒に使用できません。





表3-7 Oracle制限付きJRFテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Enterprise Manager制限付きJRFテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Restricted JRF - 12.2.1.2


	
Oracle WebCenter Composer - 12.2.1.2


	
emasTemplate-Restricted JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/em/common/templates/wls/oracle.em_wls_restricted_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.3.3 Oracle Enterprise Manager Plugin for ESSテンプレート



このテンプレートでは、Fusion Middleware Control plugin for ESSのためのリソースが構成されます。





表3-8 Oracle Enterprise Manager Plugin for ESSテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Enterprise Manager Plugin for ESS - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Scheduler Service Admin Library - 12.2.1.2


	
Oracle SOA ESS DC - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/em/common/templates/wls/oracle.em_ess_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.3.4 Oracle Enterprise Manager Plugin for ODIテンプレート



このテンプレートでは、Fusion Middleware Control plugin for Oracle Data Integratorのためのリソースが構成されます。





表3-9 Oracle Enterprise Manager Plugin for ODIテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Enterprise Manager Plugin for ODI - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/em/common/templates/wls/oracle.em_odi_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし














3.4 Coherence Cluster Extensionテンプレート


このテンプレートは、WebLogicドメインにデフォルトのCoherenceクラスタdefaultCoherenceClusterを追加し、クラスタのリスニング・ポートを8088に設定します。


次の表に、このテンプレートの詳細を示します。





表3-10 WebLogic Coherence Cluster Extensionテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張テンプレート


	
カテゴリ

	
Oracle WebLogic ServerおよびCoherence


	
テンプレート名とバージョン

	
WebLogic Coherence Cluster Extension - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
基本WebLogic Serverドメイン





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WL_HOME/common/templates/wls/wls_coherence_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.5 Oracle SOA Suiteテンプレート


このグループのテンプレート(Clientテンプレートを除く)は、データベース接続にXAを使用します。JMSが存在することが必要です。

この項では、次のOracle SOA Suiteテンプレートについて説明します。




	Oracle SOA Suiteテンプレート

	Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationテンプレート

	Oracle B2Bテンプレート

	Oracle B2B Clientテンプレート

	Oracle Business Activity Monitorテンプレート

	Oracle BPM Suite

	Oracle Service Busテンプレート

	Oracle Service Bus Process Monitorテンプレート

	Oracle Managed File Transferテンプレート







3.5.1 Oracle SOA Suiteテンプレート



Oracle SOA Suiteテンプレートでは、データ・ソース、Java Messaging Service (JMS)、アプリケーション(SOAインフラストラクチャ、Oracle BPM WorklistおよびOracle B2Bユーザー・インタフェース)、およびJCAアダプタ(ファイル、FTP、ソケット、データベース、アドバンスト・キューイング(AQ)、JMS、Oracle ApplicationsおよびMQシリーズ)が構成されます。

次の表には、Oracle SOA Suiteテンプレートの基本情報が記載されています。





表3-11 Oracle SOA Suiteテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
SOA/BPM Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle SOA Suite - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle WSMポリシー・マネージャ - 12.2.1.2


	
Oracle User Messaging Service - 12.2.1.2


	
Oracle Business Rules Extension - 12.2.1.2


	
Oracle SOA Management - 12.2.1.2


	
Oracle SOA Common Adapters - 12.2.1.2


	
Oracle Workflow Client Extension - 12.2.1.2


	
Oracle SOA Rules Webapp - 12.2.1.2


	
Oracle SOA BPEL Shared Library - 12.2.1.2


	
Oracle SOA Worklist Shared Library - 12.2.1.2


	
Oracle BPM Suite JMS Resources - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Scheduler Service Thin Client - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for SOA - 12.2.1.2


	
Service Bus Common Components - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/soa/common/templates/wls/oracle.soa_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
SOAインフラストラクチャ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
	
SOA-MGD-SVRS: Oracle WSM Policy Managerが含まれるSOA管理対象サーバーを作成します。


	
OSB-MGD-SVRS-ONLY: Oracle WSM Policy Managerを含まないSOA管理対象サーバーを作成します。















3.5.2 Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationテンプレート



このテンプレートでは、Oracle Healthcare UIアプリケーションがデプロイされます。開発用にOracle Healthcareのコンパクト・ドメインを作成する場合は、そのドメインにOracle B2B Clientテンプレートも含める必要があります。そうでなければ、そのドメインにOracle B2Bテンプレートを含める必要があります。


注意:

Healthcare IntegrationテンプレートとBPM Suiteテンプレートは相互に排他的です。両方のテンプレートを同じドメインに含める構成はOracleではサポートされないため、両方は含めないでください。



次の表は、Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationテンプレートに関する基本情報を示しています。





表3-12 Oracle SOA Suite for Healthcare Integrationテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
SOA/BPM Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle SOA Suite for Healthcare Integration - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle B2B


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/soa/common/templates/wls/oracle.soa.healthcare_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
SOAインフラストラクチャ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.5.3 Oracle B2Bテンプレート



Oracle B2Bテンプレートでは、新しいアプリケーションは何もデプロイされません。これによって、HealthcareのB2Bベースのプロファイルが有効化されます。

次の表は、Oracle B2B (business-to-business)テンプレートに関する基本情報を示しています。





表3-13 Oracle B2Bテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
SOA/BPM Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle B2B - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle SOA Suite - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/soa/common/templates/wls/oracle.soa.b2b_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
SOAインフラストラクチャ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.5.4 Oracle B2B Clientテンプレート



Oracle B2B Clientテンプレートでは、アプリケーションは何もデプロイされません。これがWebLogicドメインに含まれている場合、これによってB2Bベースのプロファイルが有効化されます。

次の表は、Oracle B2B Clientテンプレートに関する基本情報を示しています。





表3-14 Oracle B2B Clientテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
SOA/BPM Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle B2B Client - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/soa/common/templates/wls/oracle.soa.b2b.client_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
SOAインフラストラクチャ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.5.5 Oracle Business Activity Monitorテンプレート



Oracle BAMテンプレートによって、Oracle BAM ServerとOracle BAM Webアプリケーション層が構成されます。

次の表には、Oracle BAMテンプレートの基本情報が記載されています。





表3-15 Oracle Business Activity Monitorテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
SOA/BPM Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Business Activity Monitor - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle WSM Policy Manager


	
Oracle User Messaging Service。


	
Oracle BAM Client


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for BEAM


	
Oracle BPM Processviewer





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/soa/common/templates/wls/oracle.bam_server_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
SOAインフラストラクチャ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
	
BAM-MGD-SVRS: Oracle WSM Policy Managerが含まれるBAM管理対象サーバーを作成します。


	
BAM-MGD-SVRS-ONLY: Oracle WSM Policy Managerを含まないBAM管理対象サーバーを作成します。















3.5.6 Oracle BPM Suite



Oracle Business Process Management (BPM) Suiteテンプレートでは、各種Oracle BMPコンポーネントが構成されます。


注意:

Healthcare IntegrationテンプレートとBPMテンプレートは相互に排他的です。両方のテンプレートを同じドメインに含める構成はOracleではサポートされないため、両方は含めないでください。



次の表には、Oracle BPMテンプレートに関する基本情報が記載されています。





表3-16 Oracle BPM Suiteテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
SOA/BPM Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Business Process Management - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle BPM Suite for developers - 12.2.1.2


	
Oracle SOA Suite - 12.2.1.2


	
Oracle BPM Suite JMS Resources - 12.2.1.2


	
Oracle BPM Client





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/soa/common/templates/wls/oracle.bpm_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
SOAインフラストラクチャ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.5.7 Oracle Service Busテンプレート



このOracle Service Busテンプレートは、テストおよび本番で使用されるように設計されており、Oracle Service Busを使用してOracle WebLogic Serverドメインを作成または拡張します。このテンプレートは、ドメイン・トポロジに応じて、管理サーバー上ではOracle Service Bus管理機能を、クラスタまたは管理対象サーバー上ではランタイム機能をデプロイします。このテンプレートには、他の機能に共通する、Oracle Service Bus管理コンソールのWebアプリケーションおよびデフォルトJMSレポーティング・プロバイダが含まれます。

管理対象サーバーとクラスタ・トポロジを混在することはできません。どちらか一方を使用する必要があります。

本番の使用ではクラスタ・トポロジをお薦めします。管理対象サーバー・トポロジは、高可用性の構成を提供しないため、本番ではお薦めできません。

JMSレポーティング・プロバイダを使用しない場合、『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Bus管理者ガイド』のJMSレポーティング・プロバイダをターゲットに指定しない方法に関する項を参照してください。


注意:

このテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。



次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-17 Oracle Service Busテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
SOA/BPM Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Service Bus - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle SOA Common Adapters - 12.2.1.2


	
Service Bus Common Components - 12.2.1.2


	
Oracle WSMポリシー・マネージャ - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Scheduler Thin Service Client - 12.2.1.2


	
Oracle User Messaging Service - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for OSB - 12.2.1.2


	
ODSI XQuery 2004 Components - 12.2.1.2


	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC Extension - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/osb/common/templates/wls/oracle.osb_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
SOAインフラストラクチャ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
	
OSB-MGD-SVRS-COMBINED: Oracle WSM Policy Managerが含まれるOSB管理対象サーバーを作成します。


	
OSB-MGD-SVRS-ONLY: Oracle WSM Policy Managerを含まないOSB管理対象サーバーを作成します。















3.5.8 Oracle Service Bus Process Monitorテンプレート



表3-18 Oracle Service Bus Process Monitorテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
SOA/BPM Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Service Bus Process Monitor Template - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Service Bus - 12.2.1.2


	
Oracle Business Process Monitor Agent Base - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/osb/common/templates/wls/oracle.osb.procmon_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	










3.5.9 Oracle Managed File Transferテンプレート



Oracle Managed File Transfer (MFT)テンプレートでは、Oracle MFTサーバーが構成されます。


注意:

この項で説明するテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。



次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-19 Oracle Managed File Transferテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
MFT Suite


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Managed File Transfer - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Managed File Transfer Client - 12.2.1.2


	
Oracle SOA Common Adapters - 12.2.1.2


	
Oracle User Messaging Service - 12.2.1.2


	
Oracle SOA ESS DC - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Scheduler Service Thin Client - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Scheduler Service - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for MFT - 12.2.1.2


	
Oracle B2B Client - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/mft/common/templates/wls/oracle.mft_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
Managed File Transfer


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
	
MFT-MGD-SVRS: Oracle WSM Policy Managerが含まれるMFT管理対象サーバーを作成します。


	
MFT-MGD-SVRS-ONLY: Oracle WSM Policy Managerを含まないMFT管理対象サーバーを作成します。

















3.6 Oracle WebCenter Contentテンプレート


このグループのテンプレートは、WebCenter Content製品がインストールされているWebLogic Serverドメインを拡張する(リソースを追加する)ために使用します。

WebCenter Contentドメインでは、他の製品のテンプレートも必要となる場合があります。これについては、この章の別の場所で説明しています。


注意:

この項で説明するテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。テンプレートを変更すると、ドメインで問題が発生する可能性があります。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。

Fusion Middleware 11.1.1.6.0リリースから、Oracle Universal Content Management (UCM)の製品名はOracle WebCenter Contentに変更されました。ただし、構成ウィザードのテンプレート名では、以前の製品名(UCM)が使用されています。



この項では、次のテンプレートについて説明します。




	Oracle Universal Content Management - Content Serverテンプレート

	Oracle Universal Content Management - Inbound Refineryテンプレート

	Oracle WebCenter Content Web UIテンプレート







3.6.1 Oracle Universal Content Management - Content Serverテンプレート



Oracle Universal Content Management - Content Serverテンプレートはコア・テンプレートに依存し、デフォルトの管理対象サーバー(UCM_server1)とポート(16200)を定義してテンプレートを拡張します。また、CSDSデータ・ソースを定義して、デフォルトの管理対象サーバーと関連付けます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-20 Oracle Universal Content Management - Content Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
コンテンツ


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Universal Content Management - Content Server 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle UCM Core - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plug-in for WebCenter -12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCCONTENT_HOME/common/templates/wls/oracle.ucm.cs_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
Oracle WebCenter Content Server (OCS)


	
共通インフラストラクチャ・サービス(STB)


	
監査サービスへの追加(IAU_APPEND)


	
監査サービス(IAU)


	
監査サービス・ビューア(IAU_VIEWER)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
UCM-MGD-SVR












3.6.2 Oracle Universal Content Management - Inbound Refineryテンプレート



Oracle Universal Content Management - Inbound Refineryテンプレートでは、Inbound RefineryサーバーとUCM Inbound Refineryアプリケーションが既存のドメインに追加されます。


注意:

このテンプレートの依存先としてリストされるOracle Enterprise Manager Plugin for UCMテンプレートは、内部テンプレートです。Inbound Refineryテンプレートを選択した場合、またはWLSTスクリプトでInbound Refineryテンプレートを指定した場合、自動的に呼び出されます。このため、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。



次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-21 Oracle Universal Content Management - Inbound Refineryテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
コンテンツ


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Content - Inbound Refinery - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle UCMコア・テンプレート - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plug-in for WebCenter -12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCCONTENT_HOME/common/templates/applications/oracle.ucm.ibr_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
共通インフラストラクチャ・サービス(STB)


	
監査サービスへの追加(IAU_APPEND)


	
監査サービス(IAU)


	
監査サービス・ビューア(IAU_VIEWER)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
IBR-MGD-SVR












3.6.3 Oracle WebCenter Content Web UIテンプレート



このテンプレートは、WebCenter Content ADF UIアプリケーションを構成します。MDSリポジトリを指すJDBCデータ・ソースを追加します。アプリケーションの主要な管理者資格証明も設定します。





表3-22 Oracle WebCenter Content: Web UIテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
コンテンツ


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Content Web UIテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager -12.2.1.2


	
Oracle UCM RIDC - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCCONTENT_HOME/common/templates/applications/oracle.ucm.cs_adf_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
共通インフラストラクチャ・サービス(STB)


	
メタデータ・サービス(MDS)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
UCM-ADF-MGD-SVR














3.7 Oracle WebCenter Portalテンプレート


このグループのテンプレートは、Oracle WebCenter Portalと、関連ライブラリおよびアプリケーションをWebLogicドメインにデプロイするために使用します。

この項では、次のOracle WebCenter Portalテンプレートについて説明します。




	Oracle WebCenter Portalテンプレート

	Oracle WebCenter Pagelet Producerテンプレート

	Oracle WebCenter Analytics Collectorテンプレート

	Oracle WebCenter Discussion Serverテンプレート







3.7.1 Oracle WebCenter Portalテンプレート



Oracle WebCenter Portalテンプレートでは、WC_Spaces管理対象サーバーが追加され、Oracle WebCenter Portal: Spacesアプリケーションおよび必要なライブラリがデプロイされます。また、WebCenter Portalヘルプ・アプリケーションがデプロイされ、MDSおよびWebCenter PortalのスキーマにアクセスするためのJDBCデータ・ソースも追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-23 Oracle WebCenter Portalテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
ポータル


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Portal - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle WebCenter Portalアプリケーション -12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for WebCenter - 12.2.1.2


	
Oracle WSMポリシー・マネージャ - 12.2.1.2


	
Oracle WebCenter Portal製品プロパティ - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCPORTAL_HOME/common/templates/wls/oracle.wc_spaces_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
Oracle WebCenter Content Server (OCS)


	
共通インフラストラクチャ・サービス(STB)


	
監査サービスへの追加(IAU_APPEND)


	
監査サービス(IAU)


	
監査サービス・ビューア(IAU_VIEWER)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
SPACES-MGD-SVRS












3.7.2 Oracle WebCenter Pagelet Producerテンプレート



Oracle WebCenter Pagelet Producerテンプレートは、WC_PortletサーバーとPagelets用MDSスキーマを構成します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-24 Oracle WebCenter Pagelet Producerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
ポータル


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenterページレット・プロデューサ - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle WebCenter Framework -12.2.1.2


	
Oracle WSMポリシー・マネージャ - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCPORTAL_HOME/common/templates/applications/oracle.pagelet-producer_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
共通インフラストラクチャ・サービス(STB)


	
監査サービスへの追加(IAU_APPEND)


	
監査サービス(IAU)


	
監査サービス・ビューア(IAU_VIEWER)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ENSEMBLE-MGD-SVRS












3.7.3 Oracle WebCenter Analytics Collectorテンプレート



このテンプレートは、Oracle WebCenter Analytics Collectorテンプレートおよび依存テンプレートを構成します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-25 Oracle WebCenter Analytics Collectorテンプレート

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
ポータル


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Analytics Collectorテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCPORTAL_HOME/common/templates/applications/oracle.analyticscollector_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
次のスキーマは、ADF UIで使用されるWebCenter Contentインストールに間接的に必要です。

	
Oracle WebCenter Content Server (OCS)


	
メタデータ・サービス(MDS)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
AS-MGD-SVR












3.7.4 Oracle WebCenter Discussion Serverテンプレート



このテンプレートは、Oracle WebCenter Discussionアプリケーションおよび依存テンプレートを構成します。





表3-26 Oracle WebCenter Discussion Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
コンテンツ


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Discussion Serverテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF -12.2.1.2


	
Oracle WSMポリシー・マネージャ - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
WCPORTAL_HOME/common/templates/applications/oracle.owc_discussions_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
共通インフラストラクチャ・サービス(STB)


	
メタデータ・サービス(MDS)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ENSEMBLE-MGD-SVRS














3.8 Oracle WebCenter Sitesテンプレート


このグループのテンプレートは、WebCenter Sitesとその他の関連アプリケーションをWebLogicドメインにインストールするために使用します。

この項では、次のOracle WebCenter Sitesテンプレートについて説明します。




	Oracle WebCenter Sitesテンプレート

	Oracle WebCenter Sites Satellite Serverテンプレート

	Oracle WebCenter Sites SiteCaptureテンプレート

	Oracle WebCenter Sites Visitorサービス・テンプレート







3.8.1 Oracle WebCenter Sitesテンプレート



Oracle WebCenter Sitesテンプレートは、WebLogicドメインにWebCenter SitesおよびCentral Authorization Servicesアプリケーションをインストールします。





表3-27 Oracle WebCenter Sitesテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
サイト


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Sites - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF -12.2.1.2


	
Oracle WebCenter Sites Datasource - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for WebCenter - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/wcsites/common/templates/wls/oracle.wcsites.template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
WebCenter Sites (WCSITES)


	
WebCenter Sites Visitorサービス(WCSITES_VS)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
WCSITES-MGD-SVR












3.8.2 Oracle WebCenter Sites Satellite Serverテンプレート



Oracle WebCenter Sites Satellite Serverテンプレートは、WebLogicドメインにWebCenter Sites Satellite Serverアプリケーションをインストールします。





表3-28 Oracle WebCenter Sites Satellite Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
サイト


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Sites - Satellite Server - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle JRF


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/wcsites/common/templates/wls/oracle.wcsites.satelliteserver.template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
WebCenter Sites (WCSITES)


	
WebCenter Sites Visitorサービス(WCSITES_VS)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
SATELLITE-MGD-SVR












3.8.3 Oracle WebCenter Sites SiteCaptureテンプレート



Oracle WebCenter Sites SiteCaptureテンプレートは、WebLogicドメインにWebCenter Sites SiteCaptureアプリケーションをインストールします。





表3-29 Oracle WebCenter Sites SiteCaptureテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
サイト


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Sites - SiteCapture - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF -12.2.1.2


	
Oracle WebCenter Sites Datasource - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/wcsites/common/templates/wls/oracle.wcsites.sitecapture.template-12.2.1.2.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
WebCenter Sites (WCSITES)


	
WebCenter Sites Visitorサービス(WCSITES_VS)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
SITECAPTURE-MGD-SVR












3.8.4 Oracle WebCenter Sites Visitorサービス・テンプレート



Oracle WebCenter Sites Visitorサービス・テンプレートは、WebLogicドメインにWebCenter Sites Visitorサービス・アプリケーションをインストールします。JMSサーバー(VSjmsサーバー)、JMSファイル・ストア(VSjmsサポート)およびJMSシステム・リソース(VSjmsモジュール)を構成します。アプリケーションのJDBCデータソース(wcsitesVisitorsDS)も構成します。





表3-30 Oracle WebCenter Sites SVSテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
サイト


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Sites - Visitorサービス - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF -12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for WebCenter - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/wcsites/common/templates/wls/oracle. wcsites.svs.template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
WebCenter Sites (WCSITES)


	
WebCenter Sites Visitorサービス(WCSITES_VS)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
VS-MGD-SVR














3.9 Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレート


このテンプレートでは、Oracle WebCenter Enterprise Captureアプリケーションとその依存コンポーネントをWebLogicドメインにインストールします。


次の表に、Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレートの詳細を示します。





表3-31 Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
コンテンツ


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF -12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for WebCenter - 12.2.1.2


	
Oracle UCM RIDC - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/wccapture/common/templates/wls/oracle.capture_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
メタデータ・サービス(MDS)


	
WebCenter Enterprise Capture (CAPTURE)


	
監査サービスへの追加(IAU_APPEND)


	
監査サービス(IAU)


	
監査サービス・ビューア(IAU_VIEWER)


	
OPSS (Oracle Platform Security Services)





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
CAPTURE-MGD-SVR












3.10 Oracle Enterprise Scheduler Service Basicテンプレート


このテンプレートでは、1つの管理対象サーバー(ess_server1)のトポロジを作成して、そのトポロジにESSネイティブ・ホスティング・アプリケーション、クライアントおよび軽量クライアントを適用します。


次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-32 Oracle Enterprise Scheduler Service Basicテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Enterprise Schedulerサービス


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Enterprise Scheduler Service Basic - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Scheduler Service with Native Hosting App - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Scheduler Service Client - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Scheduler Service Thin Client - 12.2.1.2


	
Oracle SOA ESS DC - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.ess.basic_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogic Serverドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
Oracle Enterprise Scheduler


	
メタデータ・サービス





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ESS-MGD-SVRS: ESS管理対象サーバーを作成します。












3.11 Oracle WSM Policy Managerテンプレート


このテンプレートは、WebLogicドメインにWSM Policy Manager Java EEアプリケーションをデプロイして構成するために使用します。



注意:

この項で説明するテンプレートは、提供されたままの状態で使用する必要があります。決して変更しないでください。そうすることにより、使用するドメインで問題が発生する可能性があります。



次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。







表3-33 Oracle WSM Policy Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle WSMポリシー・マネージャ - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.wsmpm_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
WSMPM-MAN-SVR













3.12 Oracle User Messaging Service Basicテンプレート


Oracle User Messaging Service (UMS) Basicテンプレートは、Java EEアプリケーションのセットとUMS用のJMSリソースをデプロイするために使用します。クライアントAPIは、すでにOracle JRFテンプレートによってデプロイされています。Oracle UMSによって、ユーザーとデプロイされたアプリケーション間の双方向の通信が可能になります。


UMSの詳細は、『Oracle User Messaging Serviceの管理』のOracle User Messaging Serviceの概要に関する項を参照してください。





表3-34 Oracle User Messaging Service Basicテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle User Messaging Service Basic - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle User Messaging Service - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.ums.basic_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
ユーザー・メッセージング・サービス


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ドメインを後で更新してさらにUMSドライバを追加する場合、次のうち1つ以上のサーバー・グループをUMS管理対象サーバーに割り当てます。これらのサーバー・グループを使用すると、更新プロセスが容易になります。

	
UMS-DRIVER-EMAIL-MGD-SVR: 電子メール・ドライバを追加します。


	
UMS-DRIVER-XMPP-MGD-SVR: XMPPドライバを追加します。


	
UMS-DRIVER-SMPP-MGD-SVR: SMPPドライバを追加します。


	
UMS-DRIVER-VOICEXML-MGD-SVR: VoiceXMLドライバを追加します。VoiceXMLドライバは非推奨となり、次のリリースで削除される予定です。


	
UMS-DRIVER-EXTENSION-MGD-SVR: 拡張ドライバを追加します。


	
UMS-DRIVER-TWITTER-MGD-SVR: Twitterドライバを追加します。















3.13 Oracle MapViewerテンプレート


このテンプレートでは、WebLogicドメインにOracle MapViewerアプリケーションをデプロイします。


表3-35 Oracle Map Viewerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Map Viewer - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.mapviewer_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogic Serverドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.14 Oracle Virtual Assembly Builderテンプレート


拡張ドメイン・トポロジ・プロファイルを使用して、このテンプレートはOracle Virtual Assembly Builder Deployerクラスタ・サービスをサポートするドメイン・タイプを提供し、Oracle WebLogic ServerクラスタおよびCoherenceクラスタの構成を可能にし、Coherenceクラスタを使用するようOracle WebLogic Serverクラスタをターゲット指定します。

ウェル・ノウン・アドレス(WKA)またはマルチキャスト通信のどちらかを使用して、Coherenceクラスタを構成できます。通信タイプを指定しない場合、WKAはクラスタ通信に設定されます。

Oracle Virtual Assembly Builder Deployerでは、Coherenceクラスタ・データ・パーティション化を使用して作業を配布します。deployerIdは、特定のデプロイメントIDに固有のすべてのデータが同じノードに必ず存在する、キー・アソシエーションとして使用されます。非同期リクエスト(デプロイ、アンデプロイまたはスケーリング操作など)を実行すると、リクエストはその時点でデータがパーティション化されているノードによって処理されます。データが別のノードで再パーティション化された場合でも、同じノードがリクエストを処理します。

実行中のリクエストがあるノードが停止またはクラッシュすると、デプロイヤ非同期操作はすべて多重呼出し不変でないため、要求は取消されます。つまり、リクエストが開始されると、作業は複数の層にわたって分散されるため、ロールバックできません。

前の状態をクリーンアップすることにより、そのようなリクエストを再開始する必要があります。たとえば、デプロイ操作が取消された場合、対応するデプロイメント・オブジェクトは「失敗」とマーキングされ、理由が「取消」と表示されます。明示的なクリーンアップ操作を呼び出してデプロイメントをクリーンアップした後、別のデプロイメント・オブジェクトを作成してデプロイ操作を開始する必要があります。

コンパクト・ドメイン・トポロジ・プロファイルを使用して、このテンプレートはスタンドアロンのOracle Virtual Assembly Builder Deployer用の設定を提供します。


表3-36 Oracle Virtual Assembly Builderテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Virtual Assembly Builder Deployer - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
OVAB_HOME/common/templates/wls/oracle.ovab.deployer.template_12.2.1.2.jar


	
ドメイン・トポロジ・プロファイル

	
コンパクトおよび拡張












3.15 Oracle Identity Managementテンプレート


このグループのテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Identity Management (OIM)とその他の関連アプリケーションを追加するために使用します。

この項では、次のOracle Identity Management (IDM)テンプレートについて説明します。


注意:

他のIDMテンプレートの依存先としてリストされるOracle IDM Commonテンプレートは、内部テンプレートです。これは、構成ウィザード内の他のIDMテンプレートを選択した場合、またはWLSTスクリプトでIDMテンプレートを指定した場合、自動的に呼び出されます。このため、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。






	Oracle IDM Commonテンプレート

	Oracle Adaptive Access Manager Admin Serverテンプレート

	Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレート

	Oracle Adaptive Access Manager Offlineテンプレート

	Oracle Access Manager with Database Policy Storeテンプレート

	Oracle Identity Managerテンプレート

	Oracle Entitlements Serverテンプレート

	Oracle Authorization Policy Managerテンプレート(Apache Derby)

	Oracle Entitlements Server WebLogic Security Moduleテンプレート

	Oracle Identity Navigatorテンプレート







3.15.1 Oracle IDM Commonテンプレート


このテンプレートでは、JRFに存在しないIDMシェルおよび他のIDM全体の共通インフラストラクチャ・コンポーネントが提供されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-37 Oracle IDM Commonテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle IDM Commonテンプレート - 11.1.1.1


	
テンプレート依存性

	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/idm_common_template_11.1.1.jar












3.15.2 Oracle Adaptive Access Manager Admin Serverテンプレート


Oracle Adaptive Access Manager Admin Serverテンプレートでは、Oracle Adaptive Access Manager (OAAM)管理サーバー・アプリケーションが既存のドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-38 Oracle Adaptive Access Manager Admin Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Adaptive Access Manager Admin Server - 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Identity Navigator - 11.1.1.3.0


	
+ Oracle IDM Commonテンプレート - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oaam_admin_11.1.1.3.0_template.jar












3.15.3 Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレート


Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレートでは、Oracle Adaptive Access Manager (OAAM)サーバー・アプリケーションが既存のドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-39 Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Adaptive Access Manager - Server 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Identity Navigator - 11.1.1.3.0


	
+ Oracle IDM Commonテンプレート - 11.1.1.2.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oaam_server_11.1.1.3.0_template.jar












3.15.4 Oracle Adaptive Access Manager Offlineテンプレート


Oracle Adaptive Access Manager Offlineテンプレートでは、Oracle Adaptive Access Manager (OAAM) Offlineアプリケーションが既存ドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-40 Oracle Adaptive Access Manager - Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Adaptive Access Manager Offline 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle Identity Navigator - 11.1.1.3.0


	
+ Oracle IDM Commonテンプレート - 11.1.1.2.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oaam_offline_11.1.1.3.0_template.jar












3.15.5 Oracle Access Manager with Database Policy Storeテンプレート


Oracle Access Manager with Database Policy Storeテンプレートでは、Oracle Access Manager (OAM)サーバーが既存のドメインに追加されます。また、ドメインにOAMアプリケーションおよび認証プロバイダも追加されます。これには、JDBCデータ・ソースおよび関連JDBCコンポーネント・スキーマが含まれます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-41 Oracle Access Manager with Database Policy Storeテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Access Manager with File Policy Store 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.2.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oam_ds_11.1.1.3.0_template.jar












3.15.6 Oracle Identity Managerテンプレート


Oracle Identity Managerテンプレートでは、Oracle Identity Management (OIM)アプリケーションとともに必要なJDBCおよびJMSリソースが既存のドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-42 Oracle Identity Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Identity Manager - 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.2.0


	
+ Oracle SOA Suite - 11.1.1.0


	
+ Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0


	
+ Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oim_11.1.1.3.0_template.jar












3.15.7 Oracle Entitlements Serverテンプレート


Oracle Entitlements Serverテンプレートでは、Oracle Entitlements Serverがデプロイして構成されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-43 Oracle Authorization Policy Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Entitlements Server - 11.1.1.0


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.apm_11.1.1.3.0_template.jar












3.15.8 Oracle Authorization Policy Managerテンプレート(Apache Derby)


Apache Derby (Oracle WebLogic Serverインストールに含まれる評価データベース)を使用する場合、Oracle Authorization Policy Manager (Apache Derby)テンプレートを使用してOracle Entitlements Serverをデプロイして構成する必要があります。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-44 Oracle Authorization Policy Managerテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Entitlements Server Security Module - 11.1.1.0


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.apm_11.1.1.3.0_template_derby.jar












3.15.9 Oracle Entitlements Server WebLogic Security Moduleテンプレート


Oracle Entitlements Server WebLogic Security Moduleテンプレートでは、Oracle Entitlements Server Clientがデプロイして構成されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-45 Oracle Entitlements Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Entitlements Server WebLogic Security Module - 11.1.1.0


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oes.sm.wls_template_11.1.1.jar












3.15.10 Oracle Identity Navigatorテンプレート


Oracle Identity Navigatorテンプレートでは、Oracle Identity Navigatorアプリケーションが既存のドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-46 Oracle Identity Navigatorテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Identity Navigator - 11.1.1.3.0


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 11.1.1.0


	
+ Oracle IDM Common - 11.1.1.2.0





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/applications/oracle.oinav_11.1.1.3.0_template.jar














3.16 Oracle Data Integratorテンプレート


このグループのテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Data Integrator (ODI)とその他の関連アプリケーションを追加するために使用します。

この項では、次のOracle Data Integratorテンプレートについて説明します。


注意:

ODI Master Datasourceテンプレート、ODI Baseテンプレート、ODI Work Datasourceテンプレートは内部テンプレートで、他のOracle Data Integratorテンプレートの依存先としてリストされます。構成ウィザード内の他のODIテンプレートを選択した場合、またはWLSTスクリプトでODIテンプレートを指定した場合、自動的に呼び出されます。このため、構成ウィザードで選択可能なコンポーネントとして表示されず、WLSTスクリプトで指定する必要はありません。






	Oracle Data Integrator Standalone Agentテンプレート

	Oracle Data Integrator Standalone Colocated Agentテンプレート

	Oracle Data Integrator Agentテンプレート

	Oracle Data Integrator Agent Librariesテンプレート

	Oracle Data Integrator Consoleテンプレート

	Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレート

	Oracle Data Integrator JRF非同期Webサービス・テンプレート

	Oracle Data Integrator RESTサービス・テンプレート







3.16.1 Oracle Data Integrator Standalone Agentテンプレート



ソースまたはターゲット・システムにODIスタンドアロン・エージェントを直接インストールする必要がある場合は、Oracle Data Integrator Standalone Agentテンプレートを使用します。ODIスタンドアロン・エージェントは、Enterprise Managerで管理できません。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-47 Oracle Data Integrator Standalone Agentテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Data Integrator


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator Standalone Agent - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Basic Standalone System Component Domain - 12.2.1.2


	
Common Infrastructure Engineering Runtime - 12.2.1.2


	
Oracle Data Integrator Standalone Agent Base - 12.2.1.2


	
Oracle Data Integrator - Master Datasource - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odi/common/templates/wls/odi_cam_unmanaged_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
スタンドアロン・ドメイン内のシステム・コンポーネント


	
必須スキーマ

	
Oracle Data Integratorマスター・リポジトリおよび作業リポジトリ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.16.2 Oracle Data Integrator Standalone Colocated Agentテンプレート



Oracle Data Integrator Standalone Colocated Agentテンプレートは、WebLogic管理対象ドメイン内でEnterprise Managerを使用してODIスタンドアロン・エージェントを管理する場合に使用します。コロケートとは、ODIエージェントがWebLogic管理対象ドメインの一部であることを示します。コロケートは、スタンドアロンのODIコロケート・エージェントとWebLogic管理サーバーが同じホスト上にある必要があることを意味するものではありません。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-48 Oracle Data Integrator Standalone Colocated Agentテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Data Integrator


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator - Standalone Colocated Agent - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF 12.2.1.2


	
Oracle Data Integrator - Master Datasource - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odi/common/templates/wls/odi_cam_managed_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のシステム・コンポーネント


	
必須スキーマ

	
Oracle Data Integratorマスター・リポジトリおよび作業リポジトリ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.16.3 Oracle Data Integrator Agentテンプレート



WebLogicドメイン内にODI Java EEエージェントをデプロイする必要がある場合、Oracle Data Integrator Agentテンプレートを使用します。ODI Java EEエージェントは、高可用性要件のためのクラスタリングなどアプリケーション・サーバー・レイヤー機能から利益を得られます。Java EEエージェントは、Oracle Enterprise Managerを使用して管理できます。

Oracle Data Integrator Agentテンプレートでは、ライブラリとODI Masterリポジトリ・データ・ソースが必要なODIエージェント・アプリケーションがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-49 Oracle Data Integrator Agentテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Data Integrator


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator - エージェント - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Data Integrator Master Datasource - 12.2.1.2


	
Oracle Data Integrator Agent Libraries - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odi/common/templates/wls/odi_agent_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のシステム・コンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ODI-MGD-SVRS












3.16.4 Oracle Data Integrator Agent Librariesテンプレート



ODI JEE Agent Generatedテンプレートをデプロイする場合、前提条件はOracle Data Integrator Agent Librariesテンプレートをデプロイすることです。このテンプレートによって、Generated Agentテンプレートのデプロイのための基本構成が設定されます。

Oracle Data Integrator Agent Librariesテンプレートでは、ODIエージェントに必要な共有ライブラリがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-50 Oracle Data Integrator Agent Librariesテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Data Integrator


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator - Agent Libraries - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Data Integrator - Base - 12.2.1.2


	
Oracle Data Integrator SDK Shared Libraries Template - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odi/common/templates/wls/odi_agent_libraries_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ODI-MGD-SVRS












3.16.5 Oracle Data Integrator Consoleテンプレート



Oracle Data Integrator Consoleテンプレートでは、ODI Consoleアプリケーションがデプロイされます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-51 Oracle Data Integrator Consoleテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Data Integrator


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator - コンソール - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Data Integrator - Base - 12.2.1.2


	
Oracle Data Integrator - Work Datasource - 12.2.1.2


	
Oracle Data Integrator SDK Shared Libraries Template - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odi/common/templates/wls/odi_repository_explorer_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ODI-MGD-SVRS












3.16.6 Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレート



Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレートでは、ODI SDK共有ライブラリが構成されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-52 Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Data Integrator


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator SDK Shared Library - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odi/common/templates/wls/odi_sdk_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ODI-MGD-SVRS












3.16.7 Oracle Data Integrator JRF非同期Webサービス・テンプレート



このテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Data Integrator JRF非同期Webサービス・アプリケーションをインストールおよびデプロイします。アプリケーションのJMSシステム・リソースも構成します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-53 Oracle Data Integrator JRF非同期Webサービス・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator JRF非同期Webサービス・テンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle Data Integrator Agent - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odi/common/templates/wls/odi_jrfws_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.16.8 Oracle Data Integrator RESTサービス・テンプレート



このテンプレートは、WebLogicドメインにODIコアRESTサービスをインストールおよびデプロイします。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。







表3-54 Oracle Data Integrator RESTサービス・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Integrator RESTサービス・テンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle Data Integrator SDK Shared Libraryテンプレート -12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odi/common/templates/wls/odi_rest_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし















3.17 Oracle Data Service Integratorテンプレート


これに該当するテンプレートは、WebLogic ServerドメインにOracle Data Service Integrator (ODSI)をインストールするときに組み込まれます。

この項では、次に示すODSIテンプレートについて説明します。




	Oracle Data Service Integrator Baseテンプレート

	Oracle XQuery 2004テンプレート







3.17.1 Oracle Data Service Integrator Baseテンプレート


Oracle Data Service Integrator Baseテンプレートによって、WebLogic ServerドメインにOracle Data Service Integrator (ODSI)機能が追加されます。デフォルト・サーバーODSI_server_1が、ドメインに自動的に追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-55 Oracle Data Service Integrator Baseテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Data Service Integrator Base - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
ODSI XQuery 2004 Components - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/odsi/common/templates/wls/oracle.odsi.template_12.2.1.2.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
ODSI-MGD-SVRS












3.17.2 Oracle XQuery 2004テンプレート


Oracle XQuery 2004テンプレートでは、Oracle Data Services Integrator XQuery 2004コンポーネントがWebLogic Serverドメインに追加されます。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-56 ODSI XQuery 2004テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
ODSI XQuery 2004 Components - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.odsi.xquery2004_template_12.2.1.2.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし














3.18 Oracle Enterprise Data Qualityテンプレート


このテンプレートは、Oracle Enterprise Data Quality (EDQ)のインストール時に組み込まれます。


次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-57 Oracle Enterprise Data Qualityテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
EDQ


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Enterprise Data Quality - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Data Quality for Fusion Applications - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/edq/common/templates/wls/oracle.edq_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
	
EDQ構成リポジトリ


	
EDQ結果リポジトリ





	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.19 Oracle GoldenGateテンプレート


これに該当するテンプレートは、WebLogicドメインにOracle GoldenGateをインストールするときに組み込まれます。

この項では、次のテンプレートについて説明します。




	Oracle GoldenGate Veridata Serverテンプレート

	Oracle GoldenGate Monitor Serverテンプレート







3.19.1 Oracle GoldenGate Veridata Serverテンプレート



Oracle GoldenGate Veridata Serverテンプレートでは、VeridataアプリケーションがWebLogicドメインにデプロイされ、デフォルトVeridataサーバー、埋込みLDAP、Veridataライブラリ、JDBCデータ・ソースなどの必須リソースで構成されます。





表3-58 Oracle GoldenGate Veridata Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle GoldenGate


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle GoldenGate Veridata Server - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Basic Oracle WebLogic Server Domain - 12.2.1.2


	
Oracle JRF - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/veridata/common/templates/wls/veridata_web_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
Oracle GoldenGate Veridataリポジトリ


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
VERIDATA-MANAGED-SERVERS












3.19.2 Oracle GoldenGate Monitor Serverテンプレート



Oracle GoldenGate Monitor Serverテンプレートでは、Monitor ServerアプリケーションがWebLogicドメインにデプロイされ、デフォルトMonitor Server、埋込みLDAP、Monitor Serverライブラリ、JDBCデータ・ソースなどの必須リソースで構成されます。





表3-59 Oracle GoldenGate Monitor Server Domainテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle GoldenGate


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle GoldenGate Monitor Server - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Basic WebLogic Server Domain - 12.2.1.2


	
Oracle JRF - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oggmon/common/templates/wls/monitor_server_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
Oracle GoldenGate Monitor Server


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
MONITORSERVER-MANAGED-SERVERS














3.20 Oracle Business Intelligenceテンプレート


このグループのテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Business Intelligence (BI)を追加するときに組み込まれます。

この項では、次に示すOracle BIテンプレートについて説明します。




	Oracle BIEE Suiteテンプレート

	Oracle BI Publisher Suiteテンプレート

	Oracle BI Essbaseテンプレート







3.20.1 Oracle BIEE Suiteテンプレート



Oracle BIEE Suiteテンプレートは、複数のBusiness IntelligenceアプリケーションをWebLogicドメインに追加します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-60 Oracle BIEE Suiteテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Business Intelligence


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle BIEE Suiteテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle BIトポロジ -12.2.1.2


	
Oracle BI OBIS - 12.2.1.2


	
Oracle BI OBIPS - 12.2.1.2


	
Oracle BI Baliサーバー - 12.2.1.2


	
Oracle BI Sysman - 12.2.1.2


	
Oracle BI移行ツール - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2


	
Oracle BI FMWC統合 - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plugin for BI - 12.2.1.2


	
Oracle BIコンポーザ - 12.2.1.2


	
Oracle BI管理Webサービス - 12.2.1.2


	
Oracle BIアクション - 12.2.1.2


	
Oracle BI検索 - 12.2.1.2


	
Oracle BI Web Services for SOA - 12.2.1.2


	
Oracle MapViewer - 12.2.1.2


	
Oracle BIデータセット・サービス - 12.2.1.2


	
Oracle BI Advanced Analytics - 12.2.1.2


	
Oracle BIメタデータBAR構成 - 12.2.1.2


	
Oracle BI LCM REST - 12.2.1.2


	
Oracle BIコマンドライン・ツール - 12.2.1.2


	
Oracle BI Java DS -12.2.1.2


	
Oracle BI MAD - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/bi/common/templates/wls/oracle.bi-bieetemplate.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.20.2 Oracle BI Publisher Suiteテンプレート



このテンプレートは、BI PublisherアプリケーションをWebLogicドメインに追加し、このアプリケーションに必要なJMSおよびJDBCリソースを構成します。

次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-61 Oracle BI Publisher Suiteテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Business Intelligence


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle BI Publisher Suiteテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle BI Publisher - 12.2.1.2


	
Oracle BIトポロジ - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/bi/common/templates/wls/oracle.bi-bipsuitetemplate.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.20.3 Oracle BI Essbaseテンプレート



次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。





表3-62 Oracle BI Essbaseテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle Business Intelligence


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle BI Essbaseテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/bi/common/templates/wls/oracle.bi-essbasesuitetemplate.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし














3.21 Oracle HTTP Serverテンプレート


Oracle HTTP Server (OHS)ドメイン・テンプレートは、基本WebLogic ServerドメインにOHSリソースとサービスを追加するために使用する拡張テンプレートです。OHSは、Oracle Fusion MiddlewareのWebサーバー・コンポーネントです。

Oracle HTTP Server (OHS)ドメイン・テンプレートは、Oracle WebLogic Serverのリスナー機能と、静的ページ、動的ページおよびWeb上のアプリケーションのホスティングのためのフレームワークを提供します。使用する特定のOHSテンプレートは、コロケートまたはスタンドアロン環境のどちらでOHSを実装しているかによって異なります。

この項では、次に示すOHSテンプレートについて説明します。




	Oracle HTTP Server (コロケート)

	Oracle HTTP Server(スタンドアロン)

	Oracle HTTP Server制限付きJRFテンプレート







3.21.1 Oracle HTTP Server (コロケート)



OHSの実装により、1つ以上のFMWドメインにサービスを提供するようにする場合(たとえば、SOAドメインへのリクエストを処理するためにOHSをフロントエンドに配置する場合)、またはFMWコントロールにより提供される高度な管理機能を使用する場合は、Oracle HTTP Server(コロケート)ドメイン・テンプレートを使用します。





表3-63 Oracle HTTP Server (コロケート)ドメイン・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle HTTP Server


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle HTTP Server (コロケート) - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle Enterprise Manager Plugin for WEBTIER - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/ohs/common/templates/wls/ohs_managed_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogic Serverドメイン内のシステム・コンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.21.2 Oracle HTTP Server(スタンドアロン)



OHSの実装をFMWドメインのフロントエンドに配置せず、FMWコントロールで提供される管理機能を必要としない場合、またはOHSをDMZ内で運用して、ノード・マネージャで使用される管理ポートを開かない場合は、Oracle HTTP Server(スタンドアロン)ドメイン・テンプレートを使用します。





表3-64 Oracle HTTP Server(スタンドアロン)ドメイン・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle HTTP Server


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle HTTP Server (スタンドアロン) - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/ohs/common/templates/wls/ohs_standalone_ template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
スタンドアロン・ドメイン内のシステム・コンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.21.3 Oracle HTTP Server制限付きJRFテンプレート



Oracle HTTP Server制限付きJRFテンプレートは、OHSリソースおよびサービスをOracle制限付きJRFテンプレートを使用して作成されたWebLogicドメインに追加します。

このテンプレートは、Oracle制限付きJRFテンプレートとのみ使用できます(「Oracle制限付きJRFテンプレート」を参照)。Oracle JRFテンプレートと一緒に使用できません。

次の表には、このテンプレートの詳細が記載されています。





表3-65 Oracle HTTP Server制限付きJRFテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
Oracle HTTP Server


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle HTTP Server (制限付きJRF) - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle Enterprise Manager Plugin for WEBTIER-Restricted JRF - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/ohs/common/templates/wls/ohs_jrf_restricted_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
スタンドアロン・ドメイン内のシステム・コンポーネント


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし














3.22 Oracle RAS Session Serviceテンプレート


このテンプレートは、Oracle Database Real Application Security (RAS)を使用するアプリケーション用にドメインを構成するために使用します。


Oracle RAS Session Serviceテンプレートにより、RASストアのoracle.rdbms.rasに関連付けられたデフォルト・キーが追加されます。さらに、RASバイナリ(xsee.jarおよびxs.jar)が、ドメインのlibフォルダにコピーされ、xsee.jarへの必要な権限が付与されます。

RASの詳細は、『Oracle Database Real Application Security管理者および開発者ガイド』のOracle Database Real Application Securityの概要に関する項を参照してください。





表3-66 Oracle RAS Session Serviceテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle RAS Session Service - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/templates/wls/oracle.ras_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.23 Oracle Formsのテンプレート


これに該当するテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Formsアプリケーションを追加するときに組み込まれます。

この項では、次のOracle Formsテンプレートについて説明します。




	Oracle Formsテンプレート

	Oracle Forms (Upgrade Only)テンプレート







3.23.1 Oracle Formsテンプレート


次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-67 Oracle Formsテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Formsテンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle Enterprise Manager Plugin for Forms


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/forms/common/templates/wls/forms_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント












3.23.2 Oracle Forms (Upgrade Only)テンプレート


次の表には、このテンプレートの主な情報が記載されています。


表3-68 Oracle Forms (Upgrade Only)テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Forms (Upgrade Only)テンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
Oracle Enterprise Manager Plugin for Forms - 12.2.1.2


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/forms/common/templates/wls/forms_template_ua. jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント













3.24 Oracle Reportsテンプレート


これに該当するテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Reportsアプリケーションを追加するときに組み込まれます。

この項では、次に示すOracle Reportsテンプレートについて説明します。




	Oracle Reports Serverテンプレート

	Oracle Reportsツール・テンプレート

	Oracle Reports Bridgeテンプレート

	Oracle Reportsアプリケーション・テンプレート

	Oracle Reportsアプリケーション(アップグレード専用)テンプレート






3.24.1 Oracle Reports Serverテンプレート



このテンプレートにより、WebLogicドメイン内のOracle Reports Serverを有効にします。Reports Serverを作成するものではありません。Reports Serverは、WLSTオンライン・コマンドを使用して作成できます。

次の表には、このテンプレートの詳細が記載されています。





表3-69 Oracle Reports Serverテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Reports Server - 12.2.1


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Reportsツール - 12.2.1


	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/ReportsServerComponent/common/templates/wls/oracle.reports_server_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のシステム・コンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし











3.24.2 Oracle Reportsツール・テンプレート



このテンプレートにより、ドメイン内のOracle Reportsツール・コンポーネントを有効にします。Reportsツール・コンポーネントを作成するものではありません。Reportsツール・コンポーネントは、WLSTオンライン・コマンドを使用して作成できます。

次の表には、このテンプレートの詳細が記載されています。





表3-70 Oracle Reportsツール・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Reportsツール - 12.2.1


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/ReportsToolsComponent/common/templates/wls/oracle.reports_tools_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のシステム・コンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし











3.24.3 Oracle Reports Bridgeテンプレート



このテンプレートにより、ドメイン内のOracle Reports Bridgeを有効にします。Reports Bridgeを作成するものではありません。Reports Bridgeは、WLSTオンライン・コマンドを使用して作成できます。





表3-71 Oracle Reports Bridgeテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Reports Bridge - 12.2.1


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Reportsツール - 12.2.1


	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/ReportsBridgeComponent/common/templates/wls/oracle.reports_bridge_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のシステム・コンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし











3.24.4 Oracle Reportsアプリケーション・テンプレート



このテンプレートにより、WebLogicドメインにOracle Reportsアプリケーションをデプロイします。





表3-72 Oracle Reportsアプリケーション・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Reportsアプリケーション - 12.2.1


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Reportsツール - 12.2.1


	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/reports/common/templates/wls/oracle.reports_app_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし











3.24.5 Oracle Reportsアプリケーション(アップグレード専用)テンプレート



このテンプレートにより、以前のリリースからのアップグレードに対応するようにWebLogicドメインを構成します。





表3-73 Oracle Reportsアプリケーション(アップグレード専用)テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Reportsアプリケーション(アップグレード専用) - 12.2.1


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Reportsツール - 12.2.1


	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/reports/common/templates/wls/oracle.reports_app_template_ua.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
必須スキーマ

	
なし


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし














3.25 Oracle Traffic Directorのテンプレート


これに該当するテンプレートは、WebLogicドメインにOracle Traffic Director (OTD)を追加するときに組み込まれます。

この項では、次に示すOTDのテンプレートについて説明します。




	Oracle Traffic Directorテンプレート

	Oracle Traffic Directorスタンドアロン・テンプレート

	Oracle Traffic Director - 制限付きJRFテンプレート







3.25.1 Oracle Traffic Directorテンプレート



このテンプレートは、WebLogic Server InfrastructureドメインにOracle Traffic Directorをインストールします。また、必要なMBeanを登録して、ロギングを構成します。

次の表には、このテンプレートの詳細が記載されています。





表3-74 Oracle Traffic Directorテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Traffic Director - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plug-in for OTD - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/otd/common/templates/wls/otd_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.25.2 Oracle Traffic Directorスタンドアロン・テンプレート



このテンプレートは、スタンドアロンOTDインストールでWebLogicドメインにOracle Traffic Directorをインストールします。

次の表には、このテンプレートの詳細が記載されています。





表3-75 Oracle Traffic Directorスタンドアロン・テンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Traffic Directorスタンドアロン・テンプレート - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
なし


	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/otd/common/templates/wls/otd_standalone_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
スタンドアロンWebLogicドメイン内のシステム・コンポーネント


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし












3.25.3 Oracle Traffic Director - 制限付きJRFテンプレート



このテンプレートは、完全なJRFテンプレートのかわりに制限付きJRFテンプレートを含むWebLogic ServerドメインにOracle Traffic Directorをインストールします。また、必要なMBeanを登録して、ロギングを構成します。

次の表には、このテンプレートの詳細が記載されています。





表3-76 Oracle Traffic Director制限付きJRFテンプレートの詳細

	テンプレートの詳細	情報
	
テンプレート・タイプ

	
拡張


	
カテゴリ

	
未分類


	
テンプレート名とバージョン

	
Oracle Traffic Director (制限付きJRF) - 12.2.1.2


	
テンプレート依存性

	
	
Oracle Restricted JRF - 12.2.1.2


	
Oracle Enterprise Manager Plug-in for OTD -Restricted - 12.2.1.2





	
テンプレートJARファイルと場所

	
ORACLE_HOME/otd/common/templates/wls/otd_jrf_restricted_template.jar


	
ドメイン・タイプ

	
WebLogicドメイン内のJavaコンポーネント


	
ユーザーが展開可能な管理対象サーバー・グループ

	
なし
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